
市内ポンプ場水質調査



2 ポンプ場水質試験

2 - 1 水質試験結果

ポンプ・場放流水の水質試験は下水道法K従い原則として四季節毎陀一回づっ行在ったの

試料の採取は降雨Kよる影響の在い日を選びポンプ場沈砂池出口で行左い，水質試験は下

水試験方法(1少64年度版 )vcょった。試験結果は四季別trr.表 43-----46trr.示した。但し

各下水処理場の中継ポンプ場は経常試験より除外した。

試験結果なよび採水時所見を総合すると，鶴見ポンプ場の放流水は区域内工場排水の水質

が改善されつつあるとはいえ，まだ悪質在排水が混入しているo したがって年間を通じ水温

は異状K高<.常K廃油卦よびメツキ排水等が含まれ紹関は極度K少な<.ョウ素消費量は

特K高い数値を示し，他のポンプ場放流水とは特異在ものであるO

また，感潮河川ぞいの鶴見，桜木それK海岸K近い金沢，六浦，八景等の各ポンプ場のそ

れはいつもまがら塩素イオン濃度の変動が大きい。

各ポンプ場の汚濁状態Kついては戸塚ポンプ場は最も大で，金沢ポンプ場放流水の汚濁も

大きい。叉冬季K汚濁が増大する傾向が見られ，特K前年度も同様網島第二ポンプ場左ど顕

著である。
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表-4 3 昭和 45年 6月 10日採水〈春季〉

二二~ンプ場
鶴 見 網島第 1 綱島第 2

気 温 CC) 26.0 26.7 28.0 

水 温 CC) 24.0 21.0 21.5 

色 相 宇易 色 淡 褐 色 淡 灰 色

臭 気 鉱 ?由 生下水臭 生下水臭

透 視 度 2.5 5.8 8.0 

PH 6.5 ス1 zo 

蒸 発 残 留 物 (mCJ/ f) 1，280 390 312 

溶 解 物 (mfJ/ f) 1， 1 1 0 345 257 

浮 遊 物 (mCJ/ f) 1 70 45 55 

落 存 酸 素 (mfJ/ f) g 0.25 1.65 

酸 素 飽 tD ヲも (弘〉 G 2.9 1呪5

OOD (百羽/f) 34.0 20.1 1 8.9 

BOD (mfJ/f) 49.1 46.0 32.0 

境 素 イ オ 二/ (mVf) 37 49 38 

アルブミノイド 素 (mfJ/ f) 2.45 2.76 2.4 5 

アンモニア性窒素 (万ZCJ/f) 8.89 9.04 4.7 5 

亜硝酸性窒素 (mCJ/ f) 0.1 6 0.04 0.05 

E高 酸 性 窒 素 (mVf) 3.23 0.0 1 5 0.035 

総 室 素 (mVf) 13.94 1 4.86 虫96

陰イオバ苫性斉IJ(A，B，8 ) (mCJ/ f) 5.9 5.9 Z9 

ヨウ素消費 (mVf) 6ス6 ス51 3.75 

?患 類 (mVf) 1 0.0 4.0 6.0 

駿 (mVf) 4 1 21 1 5 

ア /レ カ 度 (mfJ/ f) 67 194 1 1 4 

硬 度 (mCJ/ f) 一 一 一

一 般 細 菌 数 ({思/明t) 19，000 1，400，000 590，000 

大 腸 蕗 群 数 ( {lflYmt) 1，700 1 80，00 0 61，000 
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桜 木 金 沢 八 景 同ノ斗¥ー 浦 戸 塚

28.5 25.8 26.0 27.0 26.0 

20.0 20.3 2 1.0 20.8 21.0 

暗 灰 色 灰 乳 色 淡灰黄色 淡灰濁色 手L 灰 ぞ主

硫化水素臭 硫化水素 生下水 下 水 臭 腐敗下水臭

4.0 5.8 5.8 5.5 4.5 

スO ス1 ス0 6.9 6.7 

1，930 71 4 6，222 1，236 346 

1，907 674 6，174 1，196 298 

23 40 48 40 48 

G G 。 0.2る 2.35 

。 G G 3.0 2 Z2 

30.2 28.9 22.0 26.4 44.7 

55.1 93.8 74.6 74.8 1 1ス4

858 261 2，922 453 67 

2.1 4 3.06 4.29 2.76 3.37 

ス05 ス05 ス97 3.98 6.1 3 

0.08 0.02 0.02 0.02 0.07 

0.0 15 G 。 0.015 0.225 

10.88 1五18 14.25 女19 1 3.33 

6.3 14.5 8.2 1 1.0 1 0.2 

55.1 12.5 1 5.0 13.1 10.0 

五0 1.6 2.0 4.0 1.0 

1 6 24 1 9 24 3 1 

172 1 61 166 158 100 

一 一 一 一 一

1 3，000 960，000 4，100，000 4，7 0 0，000 720，000 

4，000 1 ¥3 0，000 480，0 00 590，000 1 1 0，000 

一一一
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表-4 4 昭和45年 8月 5日採水(夏季〉

¥試験¥項¥目¥~ポ~ン~プ---場I鶴 見 網島第 1 網島第 2

気 温 (OC) 31.7 33.0 33.0 

水 混 CC) 25.8 24.5 25.3 

色 キ日 灰 褐 色 黄 才易 色 灰 褐 色

臭 気 鉱 1由 臭 下 水 臭 徴腐敗下水臭

透 視 度 5.0 7.0 3.5 

PH ス7 ス2 ス1

蒸 発 残 留 物 (mf}/f) 612 416 380 

溶 解 性 物 質 (呼/f) 546 388 307 

浮 遊 物 (時Vf) 66 28 73 

溶 存 酸 素 (時Vf) 2.95 0.48 1.29 

酸 素 飽 方日 % (係〉 36.9 5.9 1 6.0 

COD (mf}/f) 71.3 44.0 65.2 

BOD 〈時Vf) 65.1 35.3 7呪5

塩 素 イ オ ン〈匂/f) 147 42 32 

アルプミノイド窒素 (mCJ/ f) 1.66 1.6 6 3.26 

アンモニア性窒素 (mCJ/f) 虫22 5.00 4.1 1 

亜硝酸性窒素 (mCJ/f) 0.4 8 0.22 0.24 

石間 酸 性 窒 素 (mCJ/f) 0.4 4 0.1 6 0.16 

統、 窒 素 (mf}/f) 1 3.3 京96 1 0.4 

陰イオy活性剤(A.B.S) (時Vf) 6.3 ス1 1 1.0 

ヨウ素消費量 (mCJ/f) 16.9 10.6 1 2.1 

油 類 (mCJ/f) 5.0 2.8 1 1.2 

験 度 (mCJ/f) 1 5 31 22 

ア 凡〆 カ 度 (mCJ/f) 152 227 225 

硬 度 (mf}/f) 一 一 一

一 般 細 数 (1毘/情。 97，000 3，000，000 250，000 

大 腸 菌 群 数 (イ思/叫) 1 2，000 220，000 30，000 
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桜 木 金 沢 八 景 ー/ム¥a 浦 戸 塚

32.0 3 1.2 30.5 33.0 33.1 

25.0 24.9 25.4 24.8 26.0 

乳 灰 色 乳 灰 色 ぎL 灰 色 乳 灰 色 淡 灰 色

下 水 臭 下 水 臭 下 水 下 水 臭 生下水臭

1 Z 0 6.5 8.5 ス5 5.3 

ス1 zo ス2 ス2 6.7 

236 1 1. 72 9，744 1，7 74 352 

224 1142 9，7 29 1，742 302 

1 2 30 15 32 50 

2.75 0.20 0.37 0.28 1. 95 

33.9 2.5 4.7 3.5 24.4 

1虫7 4虫5 34.1 45.5 74.3 

1 1. 6 53.6 22.4 42.3 100 

56 473 4，838 736 63 

0.92 1.15 3.93 2.49 3.32 

1.35 4.02 0.89 5.07 2.95 

0.20 1.52 0.1 5 0.1 3 0.56 

0.43 0.1 0 0.26 0.08 0.4 0 

3.83 ス51 6.59 虫81 虫65

1.3 1 1.0 4.4 8.1 8.3 

4.38 ス51 6.88 10.0 6.26 

4.4 2.6 5.8 5.4 8.0 

1 1 1 7 27 24 28 

69 128 144 165 85 

一 一 一 一 一

1 1 0，000 2，000，000 2，300，000 1，200，000 2，200，000 

38，000 520，000 1，000，000 390，000 89，000 
幽胸岨胸鋼嗣聞・側刷刷
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表-4 5 昭和45年 11月 25日 (秋季〉

プ場
鶴 見 網島第 1 綱

1 4.0 

15.5 

色 本自 黄 灰 色 灰 乳 色 灰

臭 鉱 f由 臭 生下水臭 下

透 手足 塁芝 5.5 5.0 

pH 8.2 スG

発 残 留 物 1，088 259 

14プTとp 解 J性 物 伊ま/f)I 七058 233 

浮 遊 物 30 26 

溶 酸 素 (T/Yf/P 4.2 0.86 4.75 

酸素飽和百分筆 5 る1 8.91 46.81 

ワOD 5 3 1.3 33.2 

o (7在京/f 33.8 43.4 

塩 イ ユ/ (mc;/c) I 64 50 

アノレブミノイ (WJ/P) な 1. 0 6 0.68 

アン ニア 窒素 (時/れ| 2.20 0.65 

石持酸 0.42 0.81 

石高 酸 性 素 (m)f/ f) I 3 0.1 5 0.1 1 

経: (時)I 1 1. 8 Z22 

(mC;/f) I 2.0 3.0 5.9 

ヨウ素消 (WJ/f) I 344.2 1 1.89 6.26 

f告 類 0.6 1.0 1.0 

度 〈時/P) 3 20.7 1 Z7 

ア Jl..o カ 度 (m)f/ f) I 2 1呪5 135.5 1 0五5

礎 度 (mC;/f) 1 260 100 1 20 

般 組 数 (1昂/明。 i 90 340，000 1，400，000 

大 群 数 38，000 290，000 
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桜 木 金 沢 八 景 -/A-¥ 浦 戸 塚

13.0 12.5 1 1. 6 14.0 1 5.8 

1 4.7 1 3.8 1 4.0 14.2 14.0 

灰 乳 色 灰 濁 色 緑 灰 色 E更 濁 色 灰 濁 色

下水臭+鉱油臭 j 下 水 奥 徴下水 生下水臭 1 徴下水臭

4.5 6.5 23.0 6.0 5.0 

ス7 ス1 ス1 ス0 7.0 

2.426 771 矢741 709 343 

2β95 747 9，738 691 267 

3 1 24 5 1 8 76 

0.81 2.92 2.93 0.84 4.4 1 

&29 28.99 30.25 8.47 44.21 

16.2 34.8 8.5 22.4 4 1.7 

2ス6 る4.8 12.4 3ス2 98.1 

1.1 8 1 304 5，3 5 248 78 

0.90 0.61 0.8 1 0.72 1.32 

2.08 G 1.83 1.66 4.0 2 

0.1 0 な02 0.02 0.0 1 0.07 

0.1 1 0.48 0.25 0.08 0.66 

1 1. 0 4.1 0 ゑ86 ス43 1 9.0 

0.9 10.3 0.3 5.8 6.0 

1 0.0 1 12.5 1 2.50 7.51 立5ヲ

0.2 2.0 3.0 0.4 1.4 

1 4.8 10.8 13.5 1 4.9 1 9. 7 

19 O. 5 1 30.5 1 1 7. 5 1 51.0 1 03.0 

480 21 0 1.750 260 100 

8，300，000 1 1 0.000 900，000 3，200，000 220，000 

350，000 2 1，000 330，000 1，1 00，000 44，000 
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表-4 6 昭和46年 5月 17日採水(冬季〉

1試--------¥験¥項¥1目¥ポ¥ン¥プ¥場 l 鶴 見 網島第 1 網島第 2

気 温 ( oc ) 1スG 1 6.0 1 9.2 

水 混 ( oc ) 1 8.0 12.3 1 0.5 

色 相 暗 褐 色 黄 灰 色 灰 色

臭 気 下水臭+鉱油臭 生下水臭 生下水臭

透 本見 度 1.4 6.6 4.8 

pH スG ス0 7.0 

蒸 発 残 留 物〈時yf) 5，252 452 424 

溶 解 性 物 質 (m'l/f) 4，738 428 371 

浮 遊 物 (mg/f) 504 24 53 

溶 存 酸 素 (mfJ/f) 1.9 5.8 0.6 

酸素飽和百分率〈場〉 2 1.0 56.0 5.6 

COD (碍yf) 51.2 2呪5 50.2 

BOD (勾Yf) 2呪7 4 1.1 1 3 1.4 

塩 素 イ オ ン(時Yf) 2，212 52 70 

アルプミノイド窒素〈時Yf) 2.68 1.0 6 1.16 

アンモニア性窒素〈碍Yf) 2.7 3 五28 3.03 

亜硝酸性窒素(時Yf) 0.1 3 0.08 0.1 3 

硝 酸 性 窒 素(mff/f) 0.58 0.09 0.1 1 

総 窒 素(mff/f) 6.7 4 7.66 6.74 

陰イオン活性斉IJ(A.A.S)(呼Vf) 0.64 0.85 5なG

ヨウ素消費 (mff/f) 25.0 12.5 8.8 

1由 類 (mff/f) 3.2 4.4 ス8

酸 度(mff/f) 45 28 9 

ア ノレ カ 度(mff/f) 1 50 65 238 

硬 度(碍yf) 836 7 1 85 

一 般 組 菌数<11鴎/叫〉 22，000 1 70，000 9 1，000 

大 勝 菌群 数(1毘/叫) 2，900 17，000 9，40 0 
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桜 木 金 沢 八 景 ー/ム¥晴 浦 p 塚

10.8 14.5 1 6.0 1ス5 1 6.0 

1 1.2 12.5 1 1. 0 1 0.0 12.0 

灰 色 灰 色 灰 褐 色 灰 緑 色 灰 濁 色

徴下水臭 徴下水臭 鍛下水臭 浴場排水臭 徴下水臭

虫0 6.0 6.4 8.0 5.8 

ス2 7.1 ス1 ス0 ス0

1.666 7，602 1.458 1.1 30 372 

1，644 ス566 1.432 1. 1 1 8 31 3 

22 36 26 1 2 59 

3.2 。 3.9 0.2 5.6 

30.1 。 36.7 1.8 53.7 

20.7 44.2 48.2 46.2 50.8 

31. 8 92.0 93.3 64.0 88.2 

75 3，628 767 41 9 63 

1.9 9 2.45 3.26 2.56 2.91 

2.22 1.99 5.05 3.03 2.79 

0.05 0.08 0.04 0.05 0.08 

0.29 0.07 0.1 0 0.07 0.30 

4.90 6.44 ゑ50 ス42 6.39 

3.8 6.2 9.0 ス2 6.5 

6.9 14.4 1 6.3 8.8 3.1 

1.8 2.0 2.2 2.0 4.0 

22 61 44 56 34 

165 70 35 48 30 

332 1，273 253 303 95 

530，000 61 0，000 240，000 6，900，000 1 20，000 

220，00 0 18 0，000 32，000 2.200，000 45，000 
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市内河川水質調査



ろ 市内河川水質調査

3 -1 調査概要

3-1-1 調査河川沿よび調査地点

調査の対象は横浜市内公よび市境を流れる 11で大岡J11 • [博子JII.鶴見J11と境)11の

四水系であるo

調査地点の選定Kは流域K所在する下水処即易とその計画予定地なよび各水系と支流を

代表すると考えられる個所在どを考癒し訂 30 個所を選定した。ただしその中の境)11水系

支流柏尾川κついての 5個所は横浜市衛生研究所が調査するとととした。(図-1 6 ) 

3-1-2 調査方法

調査河川のうち大関JlI.雄子)11 • 11の三水系はいづれも横浜港内外の海K直結して

いるので，下流域の汚潜伏態は潮汐K影響されるため，干潮，満潮の 2回陀ついて調査し

た。

調査時期bよび回数Kついては四季男IjVC精密試験，中間試験を各一回づっ交互陀年間計

8自を目標としたが，今年度は 7回(中間 3四)VCとどまった。

採水は橋からハイロート採水器を用い，流れの中心と左右2個所，それK深さ等を考慮

して行在った。
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国一 16 横浜市内河川Ii，'よび調査地点
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在家:i"，ζとKいう四季とは下水試験方法(白本下水道協J会 19 6 4年度版〉の定めKよ

って次の如〈区分した。

春季( 4 '""-' 6月) 夏季(7 '""-' 9月〉

秋季 (10......， 12月〉 冬季(1 '"'-' 3月〉

3-2 水質試験結果

水質試験結果を表-47......， 75VC示し，以下水系別K概説するo

3-2-1 大関)11水系(表-47......，53)

当河川の汚濁度をBODその他試験項目から総合的Uてみると四季7屈の調査を通じて，

上流部の岡本，松影両地点が最も汚濁が大き<，下流部K向う陀したがって減少し，河口

付近K至って潮汐rよって大き〈影響を受けているととが認められる。上流部の岡本，松

影橋の高い汚濁Uてついては上流地帯の洋光台，港南むよび日野台地等々大小田地群の整備

充実とともr絶対的水量の少い事Uてよって部る汚濁現象であるo 特K冬季の減水季忙ない

て最も顕著であるo

酸素飽和百分率Kついては大岡)11全体的Kみると，干津騎では上流より下流K向い減少

してい〈のが認められるo

春季中間試験の吉田矯K過飽和状態を見るのは流れの停滞と水温等の好条件Uてよって生

じた藻類の異状発生によるものと推察するo

窒素系統Kついて，アンモニ

も高い。

文， と と

よる水質滞萄J防止の効果と考えられる。

，アノレブミノイ て

られ多
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大岡川水系(夏季一中間〉表-4 7 

橋

(17:20) 

(28.0 ) 

(26.9 ) 

( 7. 6 ) 

( 1 4.0 ) 

(灰色〉

〈沼臭〉

( 1 3) 

(4.0 ) 

( 54.6) 

(11.200) 

( 1 4.4 ) 

(呪5)

LふJ

芦手Z根

1 2: 30 

31.0 

27.2 

D<.色

徴下水臭

1 9 

10，200 

26.1 

女5

1.3 

ス4

17.6 

橋

16:55) 

( 30.4 ) 

( 25.0 ) 

(8.0 ) 

( 24.0) 

〈淡黄灰色)

〈沼臭)i 

( 5)1 

(8.0 ) 

(107.2) 

( 1 4，800 ) 

(10.7) 

(8.7 ) 

の西

1 1 : 45 

32.0 

25.8 

採水地点

Cc) 

Cc) 

刻

温

混

時

試験項目

採水

気

水

ス8

1 7.0 

淡黄灰色

沼臭

5 

6.1 

79.1 

6，780 

23.3 

1&3 

(~易/f)

(mfj/f) 

(需〉

(mfj/f) 

(mfj/f) 

(mfj/f) 

度

相

気

物

素

Mm
ユ/

PH  

視

遊

存酸

素飽和

素イオ

C 0 D 

透

色

臭

浮

溶

酸

塩

2五5BOD 

灰

徴“

表中の前列の数値は干潮 f ( )内は満潮を表わす。〈註)

大関川水系(秋季一中間)表-48

橋

(16:00) 

(11.2) 

( 1 0.0 ) 

(7.3) 

(7.0) 

(紅灰色〉

〈徴下水臭〉

〈ヲ〉

(ス2)

( 68.5) 

(6，350) 

(19.3) 

(23.9) 

I-W 

FF 本良

1 0 : 30 

8.5 

1 1. 5 

7.5 

7.5 

灰褐色

徴下水臭

8 

11，500 

14.8 

0.8 

8.4 

橋

(15:15) 

( 11.0 ) 

(10.5) 

(ス5)

(2ス0)

(緑灰色〉

(磯臭〉

(3 ) 

(6.9 ) 

(70.0 ) 

( 1 5，1 00) 

( 12.9) 

(ス 1) 

の西

ヲ:40 
7.5 

1 1. 5 

7.5 

呪O

黄色灰

徴下水臭

5 

1 4，7 00 

8.8 

1.5 

1 5.1 

( oc ) 
CC) 

(m<J/ f) 

(mfj/f) 

(0/0) 

(mfj/f) 

(7llfj/f) 

(mfj/f) 

刻

混

温

度

相

気

物

素

mm
ユ/

時

遊

存酸

素飽和

素イオ

COD 

試験項目

採水

気

水

PH  

視透

色

臭

浮

務

酸

塩

22.7 

(註〉 前列の数値は干潮 f ( )内は満潮を表わす。
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干潮 (13:26)
昭和45. 7. 2 2調査 . 

満潮 (20:08)

τ口士二 田橋 長 者 橋 清 水 矯 岡本橋 松影橋

12.: 0 0 1 2.: 0 5 (17:50) 12 : 1 5 (17:40) 1 2: 45 12.: 50 

31.7 32.9 ( 28.0 ) 32.8 (28.0 ) 32.3 33.3 

28.4 25.7 (2スo) 2ス2 (28.6 ) 28.2 2ス2

8.4 ス4 (ス5) ス1 (ス2) ス2 ス4

8.0 10.5 (呪o) 6.0 〈呪o) ス0 1 1.0 

淡黄色 灰 色 (灰 色〉 青灰色 (暗灰色) 灰 色 黒 色

徴下水臭 (沼 臭〕 下水 (腐敗下水臭〉 徴下水臭 徴下水臭

20 23 ( 1 5) 48 (22) 55 30 

12.4 0.4 ( 1.4 ) 0.5 ( 0.6 ) 1.4 五4

1 6ス3 5.5 ( 1 8.5 ) 6.4 (ス8) 1 8.1 43.4 

売660 1，490 (5，870 ) 66 ( 9 1 ) 29 29 

22.4 1 1. 8 ( 1 6.6 ) 1 8.4 (20.5) 10.6 1 3.5 

28.4 1ス5 (20.3 ) 36.5 ( 28.0 ) 35.4 24.4 

昭和 45. 12. 1 1調査 干潮( 9: 2 9 ) 
満潮 (14:56)

τロ士コ 田橋 長 者 橋 清 水 橋 岡本橋 松影橋

1 0 : 0 0 1 0 : 1 0 (15:45) 1 1 : 00 1 1 : 1 0 

8.5 8.5 ( 1 4.0) I 8.5 ( 1 1.0 ) 虫0 8.5 

1 0.8 虫O (10.5) 8.5 ( 1 0.0 ) な5 8.5 

7.3 ス2 (ス2) ス5 (ス6) ス6 8.3 

スD 4.0 (ス0) 5.5 (4.0 ) 4.0 4.0 

灰褐色 灰褐色 (淡紅灰色〉 灰褐色 (淡紅灰色〉 灰褐色 暗灰色

教下水 徴主有}義 〈生下水臭〉 徴主下水臭 (微生育~え〉 微生下水臭 微生下水臭

4 56 (12) 1 7 (20) 89 46 

1.1 3.1 (3.5 ) 7.0 ( 6.1 ) 6.る 5.9 

1 1. 4 28.3 (33.8 ) 61.8 ( 54.8 ) 5虫O 51.3 

1 2，000 三160 (7，540) 213 (94) 84 56 

1 2.0 26.2 (26.5 ) 2 1.0 (3五8) 38.0 32.0 

1 6.2 58.8 ( 35.4) 4 1. 9 (5スヲ〉 11 0.0 72.8 
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表-49 大関JII水系(冬季一中間〕

採水地点
揖 本長 時'-'-' 橋《主

採 水 時 東IJ 10 : 1 0 (16:00) I 10: 50 

気 6.0 ( 12.0) I 呪G

水 え 〈立)I 立s

PH  主る 〈ス8) I ス2

透 調 5 2ふ0)I 1 0.2 

色 本自 〈成 灰 色

遊 物 t匂 g 1 4 

離 3表 1.7 2.4 

素 ヲb 〈番〉 22.2 ( 2 1.5 ) 

ム7 先08 ( 1 5，600 ) 

6. 1 6.0 

BOD  五 ? 

表中の言ij は満期
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吉田橋 長 者 橋

1 0 : 1 5 1 0 : 30 く16:15)

1 1.0 8.5 〈立5) 

文5 8.0 (1 0.0 ) 

ス4 Z4 〈ヱ3) 

1 4.6 8.4 〈吹8) 

灰 色 灰鴇色 福色)

徴下水臭 徴下

8 23 (21 ) 

1.7 4.5 (2.7 ) 

1 5.4 3玖る (25.3 ) 

1 1.90 0 4，300 (6，560 

) ¥ 1 0.7 2 1. 2 l1ふ

清

10: 40 

ス5

8.0 

ス5

ス2

灰褐色

73 

4.8 

4 3 

ア

干潮(10:52)
昭和 46. 3. 1 1調査

調朝(1バ 48)

水

(16:40) 

( 10.0 ) 10.0 1 0.5 

( 1 1.0 ) 立5 8.5 

〈ス4) I ス5 ス8

(Z5) 6.6 8.2 

色) 灰褐色 暗線灰

下水臭 下水奥

(40) I 66 54 

(5.7 ) 8.0 1 0. 

( 52.8 ) 7 1. 4 95. 

(195) 45 32 

(24.8 ) 3スヲ 37.9 
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吋一に

表一 50 大岡)11水系〈春季)

よ卜ゴ竺!西 の 橋 根 器 橋
試験項目

採 ァk 時 哀d 10 : 0 5 (16:50) 1 0 : 5 5 (17:10) 

気 温 Cc) 1呪5 (26.5 ) 23.8 ( 22.0 ) 

ァk 混 CC) 22.6 (22.0 ) 22.0 ( 2 1.0 ) 

PH ス8 (8.0 ) ス5 (ao) 

透 視 度 1 5.0 ( 1 5.0 ) 6.5 (22.0 ) 

色 相 黄灰色 〈黄灰色〉 灰 色 (黄 色〉

臭 気 海環臭 〈無 臭〉 下水臭 (海諜臭〉

蒸 発 残 留 物 (m~/f) 1ス246 (30，534 ) 

溶 解 性 物 質 〈句/f) 17，231 (30，527) 

浮 遊 物 (m<;/f) 2 (5 ) 1 5 (7) 

溶 存 酸 素 (7llCJ/ f) 2.9 (2.7 ) 3.7 (5.2 ) 

酸 素 飽 赤日 % (場〉 35.3 (34.3 ) 45.1 ( 65.8) 

塩 素 イ オ ン (7巧Vf) 1 3，300 ( 1 2，1 00 ) 892 ( 1 5，400 ) 

COD (m~/f) 4.0 〈れ〉 呪7 (呪8)

BOD (m免/f) ス4 く6.2) 2 1.3 (呪5)

絞、 空 素 (m~/f) 4.7 2 ( 3.35) 

者間 酸 性 窒 素 (m~/f) 0.1 3 (0.12) 

亜硝酸性窒素 (m~/f) 0.1 7 (0.07) 

アンモニア性窒素 (m~/f) 0.76 (0) 

アルブミノイド窒素 (m:乱/f) 1.60 ( 2.1 3) 

f由 類 (m<;/f) 。 (0 ) 

ABS (m~/f) 

一 般 細菌 数 ({間/n記〕 23，000 〈ヲ 0，000) 257，000 ( 21，000 ) 

大 腸 菌群 数 (イ国/mt)I 1，300 (4，7 0 0 ) 1 5，000 (880) 

演

無

(註〉 表中の前列CQ数値は干潮 t ()内は満潮を表わす。



昭和45. 6. 
干潮(1 0 : 50) 

4調杏
(18:02) 

吉田橋 長 者 橋 清 オく 関本構 松影橋

10 : 1 5 10: 30 (17:36) 1 0 : 40 (17 :25) 1 1 : 1 0 1 1 : 20 

23.8 23.6 (23.0 ) 23.0 (24.7 ) 26.7 ( 26.5 

20.4 20.3 (21.5) 20.7 (2五2)1 22.5 22.0 

ス5 ス1 〈ス5) ZO (ス1) I ス1 ス2

.1 0.0 5.5 ( ZO ) 5.0 〈ス0)I ZO ス5

淡黄色 灰 色 (灰 色) 灰褐色 (紅 色〉 淡黄土色 淡黄土色

無 臭 徴下水臭 (生下水臭〉 生下水臭 (徴下水臭〉 沼 沼 臭

3，21 2 ( 1 0，25 4 ) 427 (378) 

五152 ( 1 0，231 ) 329 ( 360 ) 

7 60 (23) 95 (1 8) ， 35 21 

五1 2.1 ( 1.8 ) 2.1 (0.8) 1 3.1 5.1 

3ス5 26.3 ( 1 5.1 ) 24.1 (10.4)1 36.1 64.3 

7，990 1，480 (5，280 ) 55 (82) I 3 '1 31 

5.5 1 0.7 ( 12.8) 22.2 ( 2 1.2) I 1 9.8 30.7 

立9 22.0 (11.9) 5 1.5 4Z1 61.6 

6.09 ( 6.70 ) ス92 (虫53)

0.27 (0.23) 0.03 (0.07) 

0.1 2 ( 0.29 ) 0.31 ( 0.1 8 ) 

2.28 (0.0 4 ) 3.27 ( 0.39) 

1.52 ( 4.0 3 ) 1.83 ( 8.60 ) 

2.0 ( 1.2 ) 

ス8 (虫8)

4 90，000 ( 1，1 60，000 ) 20 5，0 0 o( 1.450，0 0 0 ) 

28，000 ( 84，000 ) 18，900 (193，000) 
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表-5 1 大関)11水系〈

採水地点
茜 の 橋 根

試験環呂

採 オく 時 実IJ 1 0 : 1 5 (18:15)1 1 1 : 00 

30.5 (2立0)I 32.0 

水 5 (28.0) I 28.2 

P 7 ( 8.0) i ス5

透 幸男s 2 5.0 22.3 

色 相 灰 灰色 (灰

海 臭 下水臭

寵 寺和 (mif/f 22.1 40 

発写 物 22，124 

ヰか 1 ヰ 1る

な 。園7

飽 秀自 ヲも 〈場 23. 全1

塩 イ オ ン g 00 2.21 

D 〔双子 ) I 京7

O (m;;/p ) I 1 1.0 

総 (時YP)i 4.66 

芸高 酸 性@ ) I O 

酸性 〈呼Y~り i 0.03 

アンモニア性 京 (mfJ/f) g 

イド 3.1 4 

く)

大 13，000 ( 2.4 0 0 ) 17，000 

， ( )内は満潮を表わす。
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干潮(11:45)
昭和45. 女 2調査

満期 (18:05)

松影揖

1 1 : 40 

32.0 

2スg 27.8 ( 28.3 ) I 2文5 〈2M〉! 2玖5 2立

7.7 7.5 ( 7.8) 主2 〈ス2)1 ス2 I ス5

2 O. 7 20.3 1 3.0 〈ス0)! ス1 1 5.る

黄灰 色 灰 訳 乳灰色 灰ム

下水臭 下水 下水臭 下水臭

17，290 ( 24，7 56) 47 988) 

1ス283 ( 24，7 27) 429 (1.968) 

〕 6 7 (29) ヰ (20) I 49 I 9 

1.6 0.7 ( 0.9) ヰ ( 1.0 ) I 2.4 1.9 

20.4 全1 ( 1 2.5 く13.3) i 31.6 I 25. 

1.030 837 ( 1 0.800 1 2 (882) I 38 I 38 

10.7 1 5.5 〈玖 1) 23場ろ 1 4.6) I 345 35.0 

7.8 1五4 〈玖5 3玖5 (2ス1) I 80.5 34.7 

5.45 (4.35) 32 〈呪44)

O (0 ) 1 0 (0) 

0.0 1 ( 0.0 1 ) 0.02 ( 0.0 1 ) 

む ( 0) 4.4 2 (4.02) 

3.33 2.28 (2.65) 

4.5 (0.4 ) 

2.8 ( 4.4 ) 
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表-5 2 大岡JII水系(秋季)

よ?ゴ竺 西 の 橋
試験項目

採 水 時 亥IJ 9:35 (15:00) 

気 温 Cc) 1 6.6 ( 1 8.0 ) 

水 温 Cc) 1 5.9 ( 1ふる)

PH ス5 (ス6)

透 ネ見 度 16.3 (17.5) 

色 キg 黄灰色 (淡灰色〉

臭 気 機 臭 (徴下水臭〉

蒸 発 残 留 物 (mCj/ C) 

溶 解 4性 物 質 (mCj/ C) 

浮 遊 物 (7nCj/ C) 4 (3) 

溶 存 酸 素 (時VC) 1.0 ( 1.8 ) 

酸 素 飽 秀自 ro (係) 1 0.5 (20.9) 

塩 素 イ オ ン (彼昆/C) 209 ( 1 4，300 ) 

c 0 D (mCj/ C) 1 1.3 〈ス3)

BOD (mCJ/ C) 5.2 (6.5) 

総 窒 素 (殉VC)

石持 酸 性 窒 素 (沼底/C)

亜硝酸性窒素 (mCj/ C) 

アンモニア性窒素 (mCj/ C) 

アノレブミノイド 素 (mCj/ C) 

油 類 (沼市VC) 。 (0) 

A B S (mCj/ C) 

一 殻 細 菌数 ({固/切り 110，000 ( 81，00 0 ) 

大 腸菌 群 数 (1国/情。 14，000 (18，000) 
i 

(註〉 表中の前列の数値は干潮 t ( )内は満織を表わす。
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根

1 0 : 2 5 

18.2 

1 6.5 

ス5

1 1. 5 

政褐色

機

23.7 24 

23，71 4 

1 0 

1.4 

1 5.0 

1 2.400 

1 2.9 

1 1.4 

5.35 

0.0 7 

0.01 

。
2.30 

1 30，000 

17，000 

算ιム手d主 橋

(15:45) 

(18.0) 

( 1 6.5 ) 

(7.5) 

( 1 5.5 ) 

(灰 色〉

(下水臭〉

(28，114) 

(28，108) 

( 6) 

( 1.0 ) 

(1 1.8) 

( 1ム600)

(呪3)

(8.2 ) 

(6.24) 

(0.03) 

(0.0 1 ) 

(1.34) 

(2.39) 

( 26，000 ) 

( 4，700 ) 

培

徴



ゴロエ 田橋 長 者 橋

9:50 1 0 : 0 0 (15:15) 

1 8.0 1 6.0 ( 1 8.0 ) 

1 5.0 1 5.8 ( 1 6.5 ) 

Z5 ス4 (Z3) 

12.7 1 0.3 C 1 2.0 ) 

暗灰色 灰褐色 (灰褐色〕

徴下水臭 徴下水臭 (徴下水臭〉

18，008 ( 1ス274)

18，002 (17.269) 

6 6 ( 5) 

0.9 1.1 ( 1.0 ) 

役5 12.3 ( 1 1.4 ) 

1.150 11.800 ( 11.0 0 0 ) 

1 6.1 1 6.9 

女6 1ス2 ( 1 5.4) 

8.32 (6.53) 

0.02 (0.0 1 ) 

0.03 (0.02) 

0.97 ( 1.4 1 ) 

2.52 (5.91 ) 

2 60，0 0 0 (1 90，0 0 0 ) 

25，000 (17，000) 
←一

昭和 45. 1 1. 1 1調査

清 水 橋

1 0 : 1 5 (15:30) 

1ス8 ( 1 8.0 ) 

1 4.9 ( 1 6.2) 

ス3 〈ス8)

4.5 ( 4.3 ) 

灰補色 〈暗紅灰色)

徴下水臭 (徴下水臭)

1.948 (2.990 ) 

1.921 (2.964 ) 

27 (26) 

2.8 (2.0 ) 

2呪O (21.3) 

890 ( 902 ) 

28.6 (23.2 ) 

34.5 (43.7) 

虫21 ( 1 0.69 ) 

0.21 (0.1 4 ) 

0.06 (0.41 ) 

4.23 ( 4.83 ) 

1. 99 (3.86) 

1.0 (0.7 ) 

1.8 (5.5 ) 

31 0，000 ( 560，000 ) 

45，000 (23.000) 
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干潮( 9: 0 7 ) 

満潮 (15:11)

間本橋 松影橋

1 0 : 50 11:00 I 

1 9.0 1ス2

1 6.0 1 4.0 

7.4 ス8

5.0 3.0 

灰 色 黒灰色

下水臭 下水臭

36 163 

4.1 5.6 

43.2 56.5 

42 38 

31.4 4五7

78.0 6ス5



表一 53 大開)1 (冬季〉

採水地
の 橋 根 芹ZよJ 檎

試 項目

採 水 時 亥 1 1 : 20 (16:10) 1 2: 25 

気 ス5 (11.0) I 8.5 

水 1 1. 5 ( 1 0.5) 1 1. 5 

PH  (7.6) i 7.4 

透 視 (2スむ)I 虫G

相 黄緑f点魚 ぞ主〉 灰褐色

臭

発 残 留 物 1.000 

解 J性 物 994 

遊 物 ( 5) る

、溶 酸 く5.む〉 2.0 

酸 芽き 飽 ヲら ヲ@ (立2) 1 9.1 

q十ノsE イ オ 00) 1 1.400 

(双子/p) ふ 4.8 ) 1 3.8 

C (mrJ/ p) 5.0 21.ヰ

総 (mr#/p) 6.00 

硝 酸 J性 ) I 0.0 1 

間接性 (7Tttf/ P) I 。聞12 

アンモニア性窒 〈呼YP)I 8 

アパノブ イド霊 (時VP)I 3.る4

?患 類 ) 0.8 (0.5 ) 

A (llltf/P) 

般 紹 2，900 67，000 

大 勝 群 数 C1!Y1必 2.280 ( 1 1 0 ) 4，500 
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1 1 : 40 1 1 : 50 (16:30) I 

8.5 8.5 ( 1 4.0 ) 

10.8 立。 ( 1 0.5 ) 

ス4 ス5 (7.4) 

京0 8.4 〈ス5)

JiR. 色 灰褐色 渇

徴下水 徴下水臭 〈生下水臭〉

1 0，8 1 6 ( 1 3，566 ) 

1臼，808 ( 13，56 1 ) 

5 8 (5 ) 

2.5 4.2 (3.0 ) 

23.4 37.8 (2 

11.100 5，880 〈ス o) 

1 4.6 1え5 (17.2) 

2五G 30.4 ( 1 5.5 ) 

2) 8.32 (ス37)

る〉 0.40 (0.53) 

9) 0.08 (0.1 1 ) 

9) 3.27 ( 2.4 5 ) 

5) 2.60 (1.60) 

1200，000 (250，000 ) 

11.000 (9，700) 

昭和45. 1. 2 8 

1 2: 00 (16:40) 

8.5 ( 1 1.0 ) 

8.5 ( 1 0.0 ) 

7.3 〈ス4)I 

4.8 (3.5 ) 

灰褐色 鵜急〉

〈下水

476 (400) 

444 (359 ) 

35 (4 1 ) I 

る ( 5.3) i 

3 ( 47.3 

2 (81 ) I 

29.4 (28.5) I 

53.8 (41.3)1 

1 0.1 0 ( 11.4 ) 

0.86 (0.66) 

0.09 ( 0.1 0 ) 

6.4 3 ( 6.0 9 ) 

1.78 (1.86) 

2.2 ( 1.0 ) 

3.6 (5.4 ) 

1 9 0，0 0 0 (29 0，0 0 0 ) 

22，000 (72.000 ) 
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(12:00) 

( 1 7 : 33) 

1 2: 40 

9.0 

役5

ス5

3.4 

灰鴇色 笠主

1 2: 50 

8.5 

8.5 

ス8

5.4 

色

下水臭 下水臭

80 49 

6.4 8.8 

5ス2 78.6 

46 60 

48.2 35.5 

128 58.ヰ



3-2-2 雄子)11水系 (表 54....... 6 0 ) 

当水系の汚濁状況は大関川水系同様，上流より下流にしたがって汚濁が増大し平岡橋で

は海水の影響Uてより減少している。との現象は前年同様の汚濁分布で程度もほぼ同様在結

果を示した。

BODVCついては四季男iJVCみると春季K高〈夏季陀低〈流量の増減Kよる影響と想、われ

る。

溶存酸素(酸素飽和百分率 )VCついては夏季K低い数値わ示しているが，年間を通して

ほほ一定してなタ，前年度K比較すると，よ bやや良〈なっているようであるo 窒素類の

それも同様である。細菌類は一般細茜，大腸菌ともK前年度と比較するとはるかK多い。

当河)11は流域K染色関係工場が多いため，流水は染料の混入Kより大岡)11同様各種の色

相を呈するととが常であるo また!椎子構附近では有機性の酸敗臭を認めるととが多い。
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表一 54 f/ltf子川水系(夏季一中関〉

昭和 45. Z 22 

よ日ア 平 同 橋 申住 子 橋

採水時刻 1 1 : 30 (18:10) 1 1 : 40 (18:30) 

混 CC) 33.0 (28.0 ) 32.0 (2ス5)

水 温 ( oC ) 26.4 (2ス7) I 26.2 (2Z7) 

PH  ス4 ( Z 1 ) Z1 (6.0 ) 

透視度 8.5 ( 1 1.0 ) 呪5 ( 8.5 ) 

色 相 暗灰色 (灰 色〉 暗灰色 (暗背灰色〉

臭 気 下水 (沼 石油臭 (務 臭)

浮遊物(双記/わ 1 50 (26) 38 (34) 

搭存酸素 (m'l/f) 2.7 ( 1.4 ) 3.8 ( 4.1 ) 

酸素飽和0/0 (梯〉 34.1 ( 1 8.0 ) 4ス7 ( 52.8) 

塩素イオン (m'l/f) 570 (442 ) 35 (1 82 ) 

COD  (7噌/f) 3虫O (16.9) 28.0 (2呪8)

BOD  (m'l/f) 1 0.5 (20.8 ) 6.7 (3五0)

(註〉 表中の前手IJの数値は干潮， ( )内は満潮を表わす。
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干潮 (13:26)

満潮 (20:08)

南北橋 川島梧

1 2: 00 1 2: 25 

33.6 3 1.1 

2ス8 25.8 

ス1 7.4 

1 1. 0 10.0 

乳灰色 暗灰色

下水臭 無 臭

25 54 

2.4 5.5 

30.9 68.7 

28 26 

1 6.4 2 1.4 

20.4 5.4 



表-5 5 雄子JII水系〈秋季一中間〉

〈ヲ:29 ) 
昭和 45. 1 2. 1 1 

く14:56)

平 同 橋 維 子 橋 ユヒ )11 

8.5 1 1.2 

女g (1 5) I 8.0 

7. 2) I ス5

5.0 

fJ( 色j灰

水 下水

る8 49 

6.少

5女31 7 

る 3 42 

(26.8 I 45.4 I 2 

52.0 7 1.2 
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表-5 6 11水系〈 中間〉

昭和4る. 3. 1 1調査
干潮 (10:52)

満期 (16:48)

橋i 平 同 矯 ~住 子 矯 南北矯 J I i 島橋

o I 11采水時刻 10:25 (17:15) 1 0 : 35 (17:00) 10 : 45 1 0 : 05 

2 I i気 強 Cc ) 1 1. 5 〈ス0) 1 1.2 (8.0 ) 1 1.2 女5

.0 I i水 温 (Oc ) 8.5 ( 1 1.0 ) 8.8 ( 1 1.0 ) I 8.2 8.3 

H スヰ 8.5 ) ス8 〈ス2)I ス3 I ス5

透視度 5.0 0.0 ) 2.8 〈ス8)i スoI 8.0 

色 本自 灰 色 訳褐 f疋 褐色

臭 気 機散臭 散 生 水 水臭

4 I 器物(TflCJ/わ 1 1. 8 32 2 1 ( 1 9 ) る3 52 

tるi I熔存酸葉(7喝VI!) 8.1 7.3 くる.る〉 6.9 8.4 

k2 I i鍛素飽和% (需〉 7 0.7 ) 5 ( 1. 7) I 5全7 I 72.9 

~ 81 イオン(波乱/れ 1 40 3，350 ) 2 く1.610)I 35 I 94 

L71 COD (lfl(I/ I!) 3スG 2 5 ヰス2 (22.4) i 25.る j 24.2 

).5 J BOD (m'J/ I!) 4 1.0 く3立 2.4 (33.2 5玖4I 3 ヲ~7 

(註〉 表中 ， ( )内は満潮を表わす。
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特子川水系〈春季)表-57 

干潮 (10:50)

満潮(18:02)

|よJT平 間 橋 維 子 橋 南北橋 川島

採水時刻 1 0 : 20 (17:50) 10 : 40 (18:04) 10:50 11 : 25 

気 温 Cc) 26.0 (23.0 ) 25.0 ( 23.4 ) 2 1.0 28.0 

水 湿 CC) 20.5 (22.4 ) 20.7 (22.1 ) 25.0 20.5 

PH  ス0 (7.3) スO (6.7 ) スG 7.2 

透視度 2.5 (立0) 5.0 (玖5) スG 5.5 

色 相 灰 色 〈暗灰色〉 灰補色 (緑 色〉 淡灰色 暗灰

気 徴下水臭 (徴海藻臭〉 徴主1ヲj倶 (徴酸敗臭〉 徴下水臭 徴下水

蒸発残留物 (mfj/f) 740 (522) 278 

溶解性物質 (mfj/f) 665 (508 ) 203 

浮遊物(mCJ/f) 220 ( 1 5) 75 ( 1 4 ) 32 75 

溶存酸素(時Vf) 3.9 (3.2 ) 5.6 (4.7) 4.4 6.7 

酸素飽和% 〈係〉 44.3 (3ス2) 6五? ( 54.7 ) 50.1 75.9 

塩素イオン (mCJ/f) 1 9 ( 1 9 ) 45 ( 1 82) 38 34 

o 0 D (mCJ/f) 1 6.2 ( 20.4 ) 5ス2 (20.8 ) 2 1.8 1 1.7 

BOD (勾Vf) 66.6 ( 26.6 ) 74.5 (31.8) 35.0 22.4 

総窒素(WJ/f) 5.94 ( 1 0.7 ) 

硝酸性窒素 (mCJ/f) 0.0 9 ( 1.0 8 ) 

亜硝酸性(勾Vf) 0.22 (0.22) 
窒素

アンモニア (iTlCJ/f) 1.6 7 (0.14) 
性窒素

アルプミノイ (lfl(t/f) 1.22 (3.20 ) 
ド議素

f曲 類 (/，足記/f) 1.0 ( 1.0 ) 1.2 (2.0 ) 

陰斉IJイ〈オバ舌性 2.6 (3.4 ) ABS)(mZ/わ

一般細菌数(個hり 1 53，00 0 ( 1 56，000 ) 

大腸菌群数c1思/叫〉 ろ，600 (4，900 ) 

4調査6. 昭和45.

表中の前妻Ijo数値は干潮 t ( )内は満潮を表わすo
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表-5 8 時子川水系(夏季〉

昭和45. 虫 2
干潮 (11:45)

満潮 (18:05)

|よ~I 平 問 橋 !惟 子 棒 南北橋 JII 島橋

採水時刻 1 1 : 30 (17:55) 11 : 40 (17:45) 1 1 : 50 1 2 : 1 0 

気 温 CC) 32.8 (29.0) 33.5 (2呪5) 35.0 3五日

水 温 CC) 2虫5 (2呪8) 30.0 ( 3 1.0 ) 2呪5 2呪5

P五 6.5 (ス1) ス1 (スo) ス1 ス2

透視度 2.3 (8.0 ) 4.5 (虫9) 5.8 2.8 

色 相 暗灰色 灰急〉 灰褐色 (暗灰色) 乳灰色 黄灰色

臭 気 鉱廃油臭 (生下水臭〉 生下水臭 (生下水臭) 下水臭 下水臭

蒸発残留物(勾Vf) 392 (432 ) 265 

溶解性物質 (mC;/f) 323 ( 4 1 7 ) 21 1 

浮遊物(mC;/f) 1 44 (21 ) 69 ( 1 5 ) 21 51 

溶存酸素 (mC;/f) 0.5 (0.8 ) 1.4 (0.6 ) 1.3 2.4 

酸素飽和% (係) 6.5 (10.6 ) 1 8.5 (8.1 ) 1ス1 31.6 

塩素イオン〈時Vf) 294 (1.050) ス6 ( 1 07) 31 31 

c 0 D (mC;/f) 93.8 ( 1ス6) 33.9 ( 2 0.2 ) 23.8 1 1. 4 

BOD (mC;/f) 1 1 5 (2虫0) 23.6 ( 2 3.2) 3 1.8 1 5.2 

総窒素 (mC;/f) 虫38 ( 1 0.5 ) 

硝酸性窒素〈呼Vf) 。 (0) 

亜窒硝酸性素 (mC;/f) 0.39 (0.32) 

アンモニア (mC;/f) 3.7 4 ( 4.1 7 ) 
性窒素

アノレブミノイ (mc;/幻 2.64 ( 4.1 8 ) 
ド窒素

1由 類 (mC;/f) 4.5 (0.7 ) 0.8 (0.9) 

陰弗jィ(ォAパB活S性)"(mC;/f) 4.1 (2.9 ) 

一般細藍接交({，昆/情。 680，0 0 0 (1. 1 0 0，0 00 ) 

大腸菌群数 ({fQVmlJ 35，000 (200，000 ) 36，000 ( 1丸000)
ゐ帥

(註〉 表中の前列。数値は干潮， ( )内は満潮を表わす。
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性
ア
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一寸

大

格子)11水系(秋季〉表-5 9 

少:0 7 ) 

満潮 (15:11)
1 1 1 1. 昭和 45.

採水地点
島)11 榛ヰヒ南橋子維梧時平

試験項目

1 0 : 1 0 (16:10) 10 : 0 5 (16:20) 9:45 採水時刻

20.0 ( 1 6.8 ) 22.0 ( 1 6.8 ) 1立3CC) 抑
制気

1 4.5 ( 1 6.8 ) 1 6.5 ( 1 6.2 ) 15.5 CC) 混水

7. 1 (6.2 ) 6.8 ( 7. 1 ) 7.5 PH 

8.4 (5.4 ) 5.6 ( 5.2) 13.8 渡本見透

灰手し色灰色〉色黒灰乳灰色相指〕

沼臭

125 

1.6 

水下散臭)

く500)

(487) 

(5.2 ) 

(13) 

下水臭

564 

34 

598 

6.7 (3.3 ) 

員女

8 

5.0 

下水気

(l'I/J/ f) 

(勾Yf)

奥

1ス5( 55.7 ) 7 1.0 (35.2 ) 52.1 

45 1 1 0 ) 213 (1.070) 422 塩素イオン (771ff/f)

36.4 (23.6) 44.0 (2五2)18.2 (771ff/f) COD 

6 O. 6 ( 22.9 ) 48.2 ( 30.1 ) 18.1 (呼Yf)BOD 

13.0 ) 

(0.32) 

立21 

0.26 

素 (ω記/f)

(mCJ/f) 

容総

(0.09) 

(4.83) 

(2.11 ) 

0.41 

2.1 5 

1.78 

(mff/e) 

アンモニア〈波乱/れ
性窒糸
アルプミノイ伊忠/f)
ド窒素

油類(JnCJ/f) (0.4) 

( 1.6 ) 

0.5 

1.6 陰イオ討古性(mCJ/f)
剤 (ABS)

一殻細産数日国/問。 (17，000) 4，100 1 9 0，0 0 0 (2 0 0，0 0 0 ) 

( 1 70) 

(註〉

7 

表中。前ヂIJの数値は干潮 t ( )内は満離を表わ
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表-60 峰子川水系(冬季〉

干潮(1 2: 00 ) 
昭和46. 1. 28調脊

満潮 (17:33)

平 間 橋 特 子 揖 南北橋 JII 島梧
i白 ¥¥¥¥¥  

¥ 

採水時刻 1 1 : 30 (17:30) 1 1 : 45 (17:20)l 1 1 : 55 1 3: 1 0 

気 温 Cc) 立8 ( 1 1.0 ) 8.5 (1 1.0 ) 1 0.2 

水 温 Cc) 8‘8 1 0.0 ) 虫0 ( 1 0.5) I 8.0 I 8.0 

PH スる 〈ス2 ス8 〈ス 4)I Z 4 I 8.6 

透視度 1 0.0 (ス与 4.0 ( 8.0) I 8.0 I ZO 

色 本自 黄灰生 灰色) 灰色 〈青灰色)I灰 色 i黒補色

臭 気 第油臭 〈徴酸敗臭〉 療油臭 (酸敗臭) 生下水臭 無 奥

蒸発残留物〈呼Yf) 210 (490) 324 

(碍yf) 95 (474) I 278 

浮遊物〈勾yf) 23 ( 1 7 ) 1 1 5 ( 1 6) I 89 I 46 

溶存酸素 (mr;/f) 6.8 (8.1 ) る (Z 6 ) I 6.9 I 8.2 

酸素飽和% (CJ6) e 1.3 (76.1 ) 68.4 73.2 

イオン (mr;/f) 2.1 10 ( 627 ) 67 (99) 50 35 

c 0 D (mr;/1?) 1 ~え 4 ( 25.0 ) 38.8 (26.5) I 28.0 I 24.3 

BOD (Tlzr;/f) 32.2 ( 35.3 ) 48.1 (2虫1) ! 95.7 I 53.7 

総窒素(時Yf) 1 2.2 (10.4 ) 

硝酸性議素 (mr;/f) 0.36 (1.23) 

亜硝酸 (mr;/ f) 0.10 (0.1 4 ) 
翠

、モニア (mr;/f)
窒素

3.56 (4.83) 

アルプミノイ (l/lff/f) 
ド素

2.52 ( 1.84 ) 

1患 類(勾yf) 2.2 (0 ) 0.6 (0.5 ) 

れ括性ABS)C時yf) 2.9 (3.0 ) 

(イ毘/切り 1 20，000 ( 43，000 ) 5 2 0，0 0 0 (3 4 0，0 0 0) I I 1 60，000 

(個/ml) 4，100 ( 11，000 ) 10，000 ( 5.000 ) I 9，100 

〈註〉 表中。前ヂIJ<o数{直は干潮， ()内は満潮を表わす。

-141-



3-2-2 鶴見川水系 〈表-61--67)

鶴見)11は横浜市の向)11のうちで最も系統だった河川である。今年度からは川崎市との市

境，鴨志田橋，町田市との市境，堀の内j橋，それに早測)11の三歩野橋，矢上川の矢上)11橋

を調査地点として加えた。

BODIfLついては前々 回ょ b前回，更に今年度とその数植は各地点とも高い傾向Uてある。

矢上川橋は最も BODが高<.合流点よ b下流の汚濁の高い理由のーっと考えられるo河

口部，潮見橋Kて海水の影響Kよる降下が見受けられる。

酸素飽和百分率は年間る通して上流より下流K向って減少してい本。ただし，矢上川橋

ではほとんど零の場合が多〈 した。

窒素系統の試験は，新羽，大綱，潮見の三地点のみKついて行在ったが，前年度よ b漸

増し上流よタ下流K向って高い数龍を示している。

以上試験結果から総合してみると，水系全般Kわたって汚濁は進行しているo ただし上

流の鴨志田橋附近は汚濁の進行も少在ぐ魚影がしばしば男iられた。
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表-6 1 鶴見川水系(夏季一中間)

潮見橋 矢上 j1I i矯 大綱橋

17:40) 112:00 (17:25) 

気強 Cc) I 32.0 (2ス7)I 33.5 (27.8) I 34.0 (28.0) 

水温 Cc) I 2スo (2ス0)1 28.0 (28.0) I 29.5 (28.7) 

PH  ス2 (スヰ) &1 (ス4) ス2 (ス5)

透視度 1 0.5 (立5) ス5 (ス5)I 8. 5 ( 1 4.0 ) 

色 相 緑灰色 続灰 灰色〉 i淡灰色(淡灰褐色〉
臭 気 下水兵(徴下水臭)I徴下水臭(徴下水臭〉

浮遊物(時Yf)I 20 (23) I 100 40 32 

溶接 (mg/わ 08 〈27〉1 82 O I 38 Z8 

(引 1G5(344)J2る o 5 O. 8 1 0 1.7 

塩素イオン)I 5‘450 (207) i 164 30 46 43 

o D ) I 1 3.2 (1 4.5 45.0 1 3.0 1 4.6 

B OD (時Yf) 玖5 ( 1 1. 2 ) ! 3 1. 8 5. 2 1 O. 7 

(注〉
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干潮 (13:26)
昭和45. ス 2 2調査

満潮 (20:08)

新羽橋 亀の子橋 者B 橋 千代橋 塘の内橋 志田橋

1 3: 0 5 1 2: 00 11 : 55 1 1 : 20 1 1 : 30 1 3: 0 0 1 3: 20 

33.0 33.0 32.5 30.5 34.5 32.8 32.8 

2虫5 28.5 26.5 29.4 26.3 26.8 

ス2 7.8 ス7 ス6 ス6 スる

1 4.5 1 2.5 1 6.0 26.0 1 2.5 22.5 55.0 

淡灰色乳灰色 灰福色 暗灰色l無 色

徴下水 生下水 生下水臭生下水臭 生下水臭 無 臭無 臭

1 7 45 1 9 5 28 1 1 1 0 

4.1 5.4 5.3 立2 8.5 7.6 ス7

5五1 7 1.2 68.9 1 1 6.2 1 1 2.0 97.6 

41 40 39 34 31 32 2 1 

1 6.1 1 0.7 1 0.1 1 2.2 3.4 8.0 

8.1 5.9 3.6 4.9 5.9 6.2 五る
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表-6 2 鶴見川水系〈秋季一中間)

よバア 潮 見 橋 矢上川橋 大 網 機

採水時亥1] 10 : 25 (15:30) 1 0 : 45 (16:10) 1 2: 30 (16:30) 

気 混 Cc) 1 2.0 ( 1 0.0 ) 1 1.0 ( 1 4.0 ) 13.0 ( 14.0 ) 

水 混 Cc) 虫1 ( 1 2.5 ) 8.5 ( 1 1.0 ) 8.5 (8.0 ) 

PH  7.4 (ス8) ス2 (6.9 ) 6.8 (7.5 ) 

透視度 1 0.8 ( 1 4.0 ) 8.4 (五5) 五0 (6.5 ) 

色 相 黄灰色 〈灰 色〉 黄灰色 (灰褐色〉 褐 色 (灰褐色〉

臭 気 下水 (榔藻臭) 徴下水臭 〈沼泥臭〉 沼泥臭 〈徴廃油奥〉

浮遊物(1ilfj/f) 26 (4) 46 (90) 200 (31 ) 

溶存酸素 (m<J/f) 2.7 (ス8) 五ヲ ( 1.1 ) 4.6 (4.7 ) 

酸素飽和% (婦〉 24.7 (83.4 ) 33.6 ( 1 0.4) 40.0 (40.8) 

塩素イオン(~あ/わ 9，720 ( 5.360 ) 70 (63) 57 (70) 

COD (m<J/f) 28.9 (11.9) 30.9 (42.0 ) 43.3 (20.2) 

BOD (7.混乱/f) 1虫O (虫4) 4虫4 5虫日 (32.2 ) 

(註〉 表中の前列の数値は千潮， ( )内は満潮を表わす。
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、J1
J

、，J
1

J

昭和45. 1 2. 1 1 
干潮( 9: 29) 

満潮 (14:56)

三一l新羽れ一都 橋!千代橋|堀の内橋 鴨志田檎

12: 45 12: 25 1 2: 1 0 1 1 : 30 1 1 : 45 1 1 : 25 1 1 : 40 

1 4.0 15.0 13.0 1 5.0 1 3.0 12.0 1五1

ス0 ス5 8.2 7.0 8.5 6.8 

6.8 ス6 ス5 ス6 7.4 ス6 ス5

9.8 1 5.5 1 1.3 3.0 スヲ 2.5 22.0 

淡灰色 灰褐色 灰褐色 褐 色 灰濁色 泥褐色 黄褐色

下水臭 沼 臭 沼 臭 沼 部 臭 沼 臭 徴沼臭

46 25 53 162 42 1 56 6 

5.2 呪2 8.0 6.5 10.0 呪6 1 0.7 

45.3 77.5 68.1 56.7 84.6 8五7 8虫5

52 49 45 52 45 37 27 

4ス4 1 0.5 22.7 30.9 68 

4.9 26.2 1 4.3 4.1 1 7. 8 
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表-63 鶴見JI休系(冬季一中間)

糊 見 橋 上 )11 橋 大 綱 矯

1 1 : 35 (16:25) 12: 0 0 (16:45) 1 2 : 1 0 (17:00) 

気 温 Cc) 1 2.0 (1 2.0 ) 立。 (11.5) 1 0.5 ( 1 1.0 ) 

水 温 Cc) 7.8 (1 0.5) ス8 (9.0) ス8

PH 7.5 〈ス7) ス4 (ス 5) ス4 (ス2)

視度 ( 1 5.2 ) る.0 (5.2 ) 呪6 ( 1 0.0 ) 

相 微黄灰e (徴灰福色〕 灰福色 灰色〉 灰濁色 (灰濁色〉

(徴下水臭〉 徴下水臭 (下水

26 (20) 67 64 39 (48) 

溶存酸素 (mfJ/f!) 2.5 ( 5β) 4.8 2.8 8.0 (ス9)

捜〈場〉 21.9 (57.1) 4 1.2 24.7 68.6 (る呪7)

イオン(時Yf!) 4，1 60 1 0 1 70 56 (56) 

o 0 D (fTlfJ/f!) 23.2 ( 1 1.0 ) 27.る 29.3 1ス1 ( 24.0) 

BOD (呼Vf!)i 28.1 (10.8 ) 62.6 66.5 25.4 ( 25.7) 

(註〉 ， ( )内 表わす。
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干潮 (10:52)
昭和46. 3. 1 1調査

満潮(1 6 : 48) 

コ歩野橋 都 橋 千代橋 志田橋

12:20 1 1 : 0 0 10: 50 1 0: 10 10:25 1 1 : 50 1 2: 0 5 

1 1.0 14.0 10.5 1 0.1 ス5 11.1 1 1.0 

1 0.0 ス5 7.8 ス0 ス5 虫0 7.8 

ス4 ス5 ス6 ス4 7.4 ス4 ス4

1 0.4 1 2.0 1 0.5 1 6.0 12.5 1 0.5 30.0 

徴灰濁色 灰補色 灰補色i徴灰濁色 徴灰濁色 淡灰色 徴黄灰色
機下水臭 徴沼 徴沼臭敏沼臭 徴沼臭 無臭 無臭

30 34 31 29 48 1 3 

6.3 京O 立7 1 0.6 1 0.6 虫1 1 0.3 

76.6 83.2 89.0 90.2 80.3 88.3 

42 41 46 4 1 

2164Z871l1 1 ! 

29 43 

23.8 1 4.2 1 2.0 1 0.4 6.6 

46.0 1 7.5 1 15.9 10.5 6.3 
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表-64 鶴見川水系〈春季〉

よケ 潮 見 橋 矢上Jll橋 大 車問 橋

採水時刻 10 : 30 (17:15) 1 0 : 40 (17:45) 1 1 : 0 0 (18:00) 

気 温 Cc) 25.0 ( 23.0 ) 28.0 (22.0 ) 24.5 (2五0)

水 温 ec) 1 9.0 ( 2 1.0 ) 20.8 ( 23.0 ) 20.0 (21.0 ) 

PH  7.1 (8.0 ) ス5 (ス4) ス1 (7. 2) 

透視度 スo ( 1 2.0 ) ス0 ( 1 0.3 ) &5 ( 1 2.0) 

色 相 灰掲色 (培灰色〉 淡黄色 (暗灰色〉 灰褐色 (淡灰補色〉

気 徴下水臭 〈海藻臭) 徴下水臭 (徴石糠〉 徴下水臭 (徴下水臭〉

蒸発残留物 (1fIIJ/1!) 480 ( 25.800 ) 280 (136) 

溶解性物質(呼VI!) 435 ( 25.800 ) 243 (132) 

浮遊物(時VI!) 45 ( 1.0 ) 1 7 37 (4) 

務存酸素(呼，/I!) 0.8 〈五0) 9 (0 ) 4.9 (5.5 ) 

酸素飽和% (%) 9.0 (37.8) 。 (0 ) 54.9 くる五4)

塩素イオン(時'/I!) 130 ( 12.900 ) 1 4 ( 309) 36 (38) 

COD (呼VI!) 1 4.7 (11.3) 82.1 1 1. 7 ( 12.5) 

BOD  (mfJ/l!) 虫2 (虫3) 6ス2 10.3 〈虫7) 

総窒素 (1喝V~つ ス16 ( 4.57) 4.26 (4.87) 

硝酸性窒素 (1fIIJ/1!) 0.58 ( 0.0 8) 1.25 (0.63 ) 

亜硝酸性 (1IIIJ/1!) 
素

0.36 (0.19) 0.22 (0.25) 

在ンモニア(碍VI!)
窒素

0.45 ( 0.0 4) 0.02 (0) 

アルブミノイ〈時VI!)
ド窒素

1.83 (5.79) 五35 (3.12) 

f由 類〈勾VI!) s ( 1.2 ) 0.8 ( 1.3 ) 

剤陰イ(オAンB活S性)(mvg〉 0.5 ( 1.8 ) 

一般細欝数(1国/叫〉 1.580，000 (219，000) 89，000 ( 35.7 0 0) 

大腸菌群数(1思A杷) 89，000 (4，400) 3，100 (680 ) 

(註) 表中の前列の数値は干潮， ( )内は満潮を表わす。
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1

J

1

1

1

J

、J

、J

、、J

、J1
J

1

.

J

干潮 (10:50)
昭和45. 6. 4調査

満潮 (18:02)

三歩野橋 新羽橋 亀の子橋 都 堀の内橋 鴨志田橋

11 : 00 11 : 30 11 : 00 1 2: 0 0 12: 00 1 1 : 50 1 1 : 35 

27.0 2ス4 24.5 26.0 25.0 24.0 2呪O

1虫6 20.0 20.0 20.5 22.0 1呪8 18.0 

ス3 ス1 ス1 ス1 ス2 ス4 ス5

1 1. 5 1 1.0 8.0 1ス0 8.0 1 7. 0 1 8.0 

淡黄色 灰褐色 灰掲色 淡灰自色 淡灰白色 淡灰濁色 淡白濁色

徴下水臭 無 奥 徴フdール臭 詔 臭 沼 無 無 臭

292 286 

254 231 

4 38 55 1 0 1 0 5 8 

ス5 ス2 6.8 ス? 5.8 虫0 8.3 

82.0 8 1.4 76.6 90.1 68.0 1 0 1 89.8 

27 34 34 27 31 27 1 7 

&1 8.9 1 0.0 6.8 1 1. 9 6.6 5.7 

1 0.6 5.2 6.9 6.7 1 2.1 5.2 4.3 

4.87 

1.0 0 

0.20 

0.03 

1.67 

一
一

1 0 1，0 0 0 11 5.000 57，000 53，000 

3，100 3，900 3，400 3，700 
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表-6 5 鶴見)11水系〈夏季〉

採水地点
潮 見 橋 矢上川橋 大 綱 橋

試験項目

採水時亥IJ 12: 05 (18:10) 1 1 : 45 (17:40) 1 1 : 1 5 (17:20) 

温 Cc) 33.5 ( 28.5 ) 31.0 (2立0) 33.0 ( 30.0 ) 

水 混 CC) 28.8 ( 28.0 ) 29.2 (30.0 ) 2立。 (30.5 ) 

PH ス5 ( 7.8 ) 7.3 (8.0 ) ス5 (7.2) 

透視度 9.0 ( 1 0.5) 6.5 〈ス8) 1 1. 0 (虫8)

色 本自 黄灰色 黄褐色 色〉 徴黄灰色 (徴黄灰色〉

気 海 腐敗臭 (徴腐敗臭) 徴下水臭 (沼

蒸発残留物 (mCj/f) 1，256 (28，500 ) 286 (324) 

務解性物質 (mCj/f) 1.236 (28，500) 258 (307) 

浮遊物 (mff/f) 20 ( 18) 34 28 (17) 

溶 素 (mff/.e) 0.2 (0.2 ) s (0.5 ) 3.4 (2.1 ) 

酸素飽和% (場〉 2.6 (2.8 ) g ( 6.5 ) 44.5 (27.4) 

イオン (mCj/f) 1 519 ( 1 4，000 ) ?る (1 80 ) 42 (55) 

COD  (mCj/f) 25.0 (虫9) 35.7 1 1. 5 ( 1 1.5) 

BOD (m見/f) 35.1 (ス8) 25.6 1 1.4 ( 1 2.0 ) 

総 素 (m易/f) 5.67 ( 4.1 7 ) 7.14 

石酸性翠素 (mCj/f) 。 (0)1 0.4 4 

硝酸 (mCj/ f) 0.03 (0.0 1 ) 1 0.1 9 

アンモニア (lnCj/f)
性窒素

2.4 8 (0) 1 3.68 

アルブミノイ〈略/f)
ド窒素

0.92 (3.02) I 1.12 

?出 類 (mCj/f) 3.0 (2.0 ) 1 4.8 

陰斉IJイ(オAバB呑S性〉( mu g 〉

一般細菌数c1国/情。 350，000 ( 1，900，000 ) 

大腸議群数〈イ畠仇記〉 250.000 ( 3，0 0 0 ) I 1 3 

(註〉 表中の前列の数値は干潮 t ( )内は満潮を表わす。

. 
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-. 

三歩野鴇 新羽橋 亀の子橋

1 1 : 30 11 : 00 10 : 50 

33.1 3 1.8 31.7 

28.2 2虫8 2玖Q

ス1 ス5 7.5 

ス2 1 7. 2 1 8.0 

黄灰色 乳灰色 乳灰色

沼 臭 沼 臭 沼 臭

266 434 

255 422 

37 1 1 1 2 

1.6 5.7 6.0 

20.7 75.4 78.5 

90 45 42 

1虫6 &3 8.3 

14.8 ス6 4.8 

8.4 6 

0.63 

0.29 

4.07 

178 

530 310 

昭和45. 虫 2調査

都 橋 千代橋

1 0 : 1 5 10 : 25 

33.0 34.0 

27.0 30.5 

ス5 ス5

15.5 1 4.5 

乳灰色 乳灰色

招 臭 沼

6 9 

虫5 7.0 

1 21.9 93.7 

59 28 

8.6 9.9 

4.9 呪5
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干潮(1 1 : 45) 

満潮 (18:05)

堀の内橋 鴨志田機

10: 1 0 1 0 : 25 

32.0 32.0 

24.3 2スO

ス5 ス6

2ス0 26.0 

無 色 無 色

無 奥 無 臭

7 8 

8.6 6.5 

104.7 82.6 

28 76 

5.6 5.5 

4.8 3.7 



表-6 6 鶴見川水系〈秋季)

よ1? 潮 見 橋 矢上川橋 大 網 橋

採水時刻 9:35 (15:10) 1 0 : 1 0 (15:45) 10 : 45 (16:10) 

気 混 Cc) 1 8.5 ( 1 8.9 ) 18.8 ( 1ス5) 1 8.7 ( 1ス0)

水 温 Cc) 1 5.1 ( 1ス1) 1 4.7 ( 1スロ〉 1五5 ( 1 5.5 ) 

PH ス2 (ス4) 7.2 〈ス1) ス4 (ス5)

透視度 1 1. 2 〈ス5) 12.8 (6.5 ) 1 3.2 (8.0 ) 

色 本自 淡黄色 (淡黄色) 淡黄色 (乳灰色〉 灰褐色 〈淡灰色〉

臭 気 徴下水臭 〈海藻臭〉 下水臭 〈下水臭〉 沼 臭 (沼 臭〉

蒸発残留物 (m:乱/f) 2.794 (20，900 ) 322 (414) 

溶解性物質(呼Yf) 2，779 ( 20，900 ) 295 (397 ) 

浮遊物(呼Vf) 1 5 ( 3) 35 (25) 27 (1 7 ) 

溶存酸素 (mlJ/f) 0.4 ( 1.4 ) 3.0 (0.8 ) 5.4 (5.9) 

酸素飽和% (場〉 4.1 (1 6.7 ) 30.7 ( 8.3) 53.9 (61.5) 

塩素イオン (m9/f) 1.290 ( 14，300 ) 63 (184) 38 (57) 

COD  〈時Vf) 1 2.4 ( 1 3.4 ) 30.6 1 5.3 (20.1) 

BOD  (mr;/f) 15.9 ( 1 0.5) 54.0 8.8 ( 1 6.6 ) 

絞、窒素〈時Vf) 虫36 (6.65) 1 1.38 (7.87) 

硝酸性窒素 (mlJ/f) 0.22 (0.1 3 ) 1.41 (0.61 ) 

重窒硝酸性素(7lIfj/f) 0.33 (0.09) 0.1 2 (0.10) 

アンモニア (mlJ/れ
性窒素

4.60 ( 1.34 ) 五71 〈五34)

アルプミノイ (mr;/f)
ド窒素

4.47 (1.96) 7.37 ( 1.57 ) 

油 類 (7ltff/f) 。 (0) 2.1 (0 ) 

斉桧IJイ(オA刈B舌S性)(mr;/f) 1.5 ( 1.3) 

一般細菌数({間/叫〉。o0，0 0 0 (450，0 0 0 ) 86，000 ( 9 1，000) 

大腸薗群数(イ品切〉 360，0 00 (4，000) 。 (1，500) 
〈註〉 表中。前列の数値は干潮 t ( )内は満潮を表わす。
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、J

、J

、J

、J

、J

、J1
J

1

J

1

J

、J

、J

干潮( 9: 07) 
昭和45. 1 1. 1 1諦査

満潮 (15:11)

三歩野橋 新羽橋 亀の子橋 都 橋 千代橋 塘の内機 鴨志田橋

1 1 : 0 0 1 1 : 30 11 : 40 1 2 : 0 5 12: 20 1 1 : 50 1 2: 0 5 

19.6 18.0 18.5 20.0 1 8.5 22.0 20.0 

1 5.5 1 4.0 1 5.0 1 5.8 1 6.0 1 5.0 1 5.0 

ス2 8.2 スヲ ス6 8.0 ス6 Z6 

8.0 18.2 1 4.0 1 6.5 1 Z 0 7.0 2ス5

灰濁色 徴灰色 徴灰色 灰濁色 乳灰色 平易 色 淡灰色

徴下水臭 徴下水臭 沼 臭 沼 臭 沼 臭 無 臭 無 臭

326 304 

296 271 

44 30 33 40 1 3 1 1 2 8 

2.5 6.7 スヲ ス7 1 1.3 8.2 8.7 

26.1 67.6 81.5 80.8 1 1 9.1 85.6 8立7

52 42 35 52 35 49 35 

26.8 1 3.4 1 5.3 12.4 1 9. 1 1 8.2 5.7 

34.2 ス4 12.8 1 2.2 18.4 12.8 6.4 

6.25 

0.4 5 

0.76 

2.67 

1. 1 9 

46，000 77，000 

1.000 1.800 
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表-6 7 鶴見川水系(冬季〉

採水地点

¥¥¥  

潮 見 橋 矢上川橋 大 綱 橋
試験項目

採水時亥IJ 12:45 (17:20) 1 2 : 20 (16:50) 1 2: 05 ( 1 6: 30 ) 

気 温 CC) 1 1.0 (4.0 ) 1 0.5 ( 6.5) 1 0.2 (ス0)

ァk 混 CC) 8.7 ( 8.5) 虫0 (日〉 6.9 

PH  ス5 〈ス4) ス2 (ス4)1 ス5

透視度 立O (13.5 ) 6.0 〈五4)1 8.5 

色 相 黄灰色 灰色〉 葉縁色

臭 気 下水臭 下水臭 〈下水臭)下水臭 (徴下水臭〉

蒸発残留物 (mfJ/C) 10，540 (29，800) 1 60 (380) 

1 0，500 (29，800) 1 1 7 (363 ) 

36 く2) 95 (4.8 ) 43 (17) 

4.0 (3.8 ) 4.6 (3.7 ) Z8 (7.5 ) 

36司2 (36.3 ) 4 1. 1 (3五0) 64.5 

イオン (mfJ/C) 5.520 ( 1 4，1 80 ) 78 (120)1 57 

c 0 D (mfJ/C) 1 Z 1 ( 1 5.る)I 35.1 1 8.7 

BOD (mfJ/C) 20.8 (スヲ)I 3る.3 20.1 

総窒素 (mrJ/C) 8.08 (立27)I 虫74

(mfJ/C) 0.1 1 く0.18) I 1.52 

車硝理費性(mfJ/C)
窒素

0.1 3 (0.06) I 0.1 3 

アンモニア〈時VC)
性窒素

3.89 (0) I 5.94 

アルプミノイ (mfJ/C)
ド窒素

2.4 5 ( 1.4 6) I 1.71 

?事 類。fJ/.f.) 2.0 (0) I 1.5 

陰斉IJイ〈オA吋B舌S性)"(mg/C) I 4.5 

一向(叫 |8408日 ( 23，000) I 29，000 

大腸菌群数(1器/叫)I 420 ( 1 60) I 1.100 

〈註) 表中の前ヂIJV'.)数値は干潮 t ( )内は満潮を表わす。
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三歩野橋 新羽橋 亀の子機

1 1 : 5 5 1 1 : 35 1 1 : 20 

呪5 10.0 8.5 

8.0 ふ0 る.5

ス5 Z4 Z4 

8.5 虫5 8.3 

微黄灰色 淡灰色 灰場色

徴下水臭 徴下水臭 部 臭

284 288 

244 220 

48 40 68 

Z1 1 0.3 京7

61.9 85.4 81.4 

96 46 81 

25.7 ス0 1 0.1 

45.9 虫? 1 2.5 

Z07 

1.0 0 

0.08 

4.31 

1. 1 1 

60，000 38，000 

990 510 

昭和46. 1. 28

者自 橋 千代橋

10 : 50 1 1 : 0 0 

8.5 8.5 

6.5 6.0 

Z 1 ス2

2.0 ス5

淡褐色 1灰濁色

招 臭 沼 臭

371 44 

ス? 1 0.0 

66.3 82.9 

43 1 31 

12.5 1 5.6 

1 5.0 24.5 

干潮 (12:00)

満潮(1 7 : 33) 

堀の内橋 鴨志田橋

1 3: 40 13: 55 

虫5 10.5 

ま0 Z5 

Z6 ス6

1 1.0 18.0 

淡灰色 務灰色

微生下水臭 微生下水臭

74 33 

9.1 10.9 

81.3 93.8 

73 24 

20.0 ス5

2虫5 Z5 

自由岬闘ゐ由 一
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3-2-4 境J11水系(表-6 8--7 4 ) 

当、河川は鶴見川同様本流を町田市周辺相模平野の関東ローム層地帯よタ流れ出るもので

色相は常K褐色の濁タを帯びている。支流Kは捗鋲市内の工場群を流れる汚濁度の高い柏

尾川を擁している。近時との流域は京浜地区のベッドタウン化が急速K進みつつあ9，未

処理下水，し尿処理施設K起因する窒素化合物の多いのが特徴でるる。

支流柏尾)11は衛生局独自の立場から今年度は衛生研究所が行い，下水道局Kては本流2

地点，支流和泉)11 .宇田川の計4地点Kついて調査を行なった。

BODVCついてみると，上流地点の境橋は年間を通して最も高<，流下するKしたがい

低くまタ東西橋K至っている。支流宇田川橋の数値は高いがとれはその流域の住宅化Kよ

るものと思われる。

全般的Kみて前年度ょP汚濁はやや進行しているo
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表-68 境川水系〈夏季一中間〉 干潮(1 4. ; 0 3 ) 

満潮( 7; 3 0 ) 昭和45仔 7月23日調査

41± 東 西 橋 境 橋

採水時刻 1 1 -4 0 1 1 • 1 2 

気 温 Cc) 2 8.6 3 1. 2 

水 温 ec) 2 5.3 2 4.0 

P 瓦 Z 4 Z 3 

透 視 度 2 1. 0 1 9. 4 

色 相 淡灰掲色 淡黄褐色

臭 気 徴黒土臭 徴 し尿臭

浮 遊 物伊r'l) 1 3 3 1 

溶存酸素 (!llVl) ス7 6.6 

酸素飽和領〈需〉 9 5.4 8 0.0 

塩素イオン (!llVl) 3 3 3 3 

c O D~l) 1 O. 7 虫ヲ

B O D (!ll'Vl) 8.6 1 0.3 
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表-6 9 境川水系(秋季一中間〉

干潮( 8: 3 7 ) 

昭和45年 12月 10日調査 満潮(1 4 1 6 ) 

採水地点
東西橋 境 橋 宇田川檎 田野矯

試験項目

採 水 時 実4 1 1 : 2 0 1 2 3 5 1 1 : 3 0 1 1 : 4 5 

気 湿cOC ) 1 5除。 1スO 1 5.0 1 5.5 

水 湿(oc ) 色。 1 3. 0 8.5 ス9

P 日 ス1 ス? ス1 ス2

透 視 度 8.0 5.5 ス0 2 O. 5 

色 ヰヨ 灰掲色 灰掲色 淡灰色 淡灰色

臭 気 沼 招 沼 臭 無

浮 遊 物 (mg/f ) 1 5 3 2 2 1 2 

溶 存 酸 素Cmg/f! ) I 5. 2 2.1 ス2 6.3 

酸 茶口紅 飽 芳E 婦(者〉 4 6.3 2 0.0 6 2.7 5 3.2 

塩 素 イ オ ンCmg/f) 4 9 4 6 3 9 3 8 

c O D (mg/ f ) 1 8.3 2スG 2 1. 2 1 1. 3 

B O D (mg/ f ) i 2 1. 9 5スA 3 6.9 1 2. 1 

-160-



表一 70 境川水系(冬季一中間)

干潮 (11;16)

満潮 (17.20)
昭和 46年5丹 12白調査

よ~竺 東西橋 境 矯 宇田川橋 田野橋

採 水 時 刻 1 1 1 5 1 2 0 5 1 1 : 3 0 1 1 : 4 0 

気 温 ('C) 1 O. 0 1 O. 5 1 1. 5 1 0.8 

ァk 温(.C ) 女5 1 1. 0 女0 8.0 

P H ス5 スヲ ス4 ス4

透 視 度 6.2 3.0 8.0 2 1. 0 

色 本目 淡 e 淡謁邑 淡灰掲色 徴灰褐色

臭 気 徴招泥 下水臭 沼泥臭 酪尿臭

浮 遊 物 (7TIfJ/e) 4 5 6 6 2 8 2 

溶 存 酸 素(mc;/e ) 6.2 4.8 8.4 7. 3 

酸 素 飽 芳口 弼(% ) 5 5.3 4 4.4 7 4.1 6 2. 8 

塩 素 イ オ ン (mc;/e ) 5 0 5 6 3 9 4 5 

C O D(mc;/e) 2 2.る 2 O. 1 2 3.8 1 3. 1 

B O D (mc;/e) 2 3.0 5 7.2 3 7. 8 1 8. 1 
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表一 71 境)11水系〈春季〉

干潮(1 1 : 2 8分〉

昭和45年 6月 5日調査 満潮(1 8 • 4 2分)

l-試験一項一目 ~一採一一水一ザ 東西橋 境橋 宇田)11橋 田野橋試験項目

採水時刻 1 4・20 1 2・50 4: 0 0 1 3: 3 0 

気 温 ("C) 2 3.5 2 5.0 2 5.5 2 5.5 

水 混 (.C) 2 0.0 2 0.0 1 8. 7 1 8.7 

P 茸 ス4 Z 2 ス5 Z 1 

透 視 度 1 8. 5 1 4.0 2 6.0 2 5.5 

色 相 灰 色 灰 色 徴灰色 灰 色

臭 気 徴藻臭 生下水臭 沼 臭 酪尿臭

蒸 発 残 留 物(勾/f) 1 7 4 1 8 4 

溶 解 性 物 質〈勾/f) 157 1 6 4 

浮 遊 物 (mfJ/f) 1 7 2 0 2 7 1 4 

溶 存 酸 素 (mfl/f) 7. 1 2. 9 6. 7 6.8 

酸 素 飽 芳日 % ( % ) 8 0.3 3 2.7 7 4. 4 7 5.4 

塩 素 イ オ ン (mr;/f) 3 8 4 8 3 4 3 1 

c O D (mr;/ f ) 1 2.8 1 8.9 9.5 1 1. 0 

B O D (mr;/ f ) 8.5 1 8. 9 呪5 ス4

総 窒 素 (mr;/f) 1 2.5 

硝 酸 性 窒 素〈呼/f) 2. 6 3 

亜硝酸性窒素(勾/f) 0.2 9 

アンモニヤ性窒素(吻/f) 8.3 7 

アノレブミノイ F窒素 (mr;/f) 1. 2 2 

f由 類 (mr;/f ) 1. 0 
前

A B s (mr;/f) 1. 7 

一 般 細 菌数(偶/mf) 2 0，3 0 0 770，000 

大 揚 菌群 数(個/mf) 810 47，000 
メ
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表-72 境 JII水系(夏季)
干潮 (12'10介)

昭和45年少月 3日調査満潮C1 8 Z 1分〉

l二汗ご土土点!一 i
物一一一一也r-

橋 宇田川 田野橋

試験項目
東西橋境

採 水 調 査 1 0 3 5 1 1 : 5 0 1 1 : 0 0 1 1 . 1 5 

気 温c'C) 3 1. 0 3 3.3 3 0.7 3 1. 9 

水 温c.C ) 2ス0 2 5.5 2ス8 3 0.0 

P H 7. 5 ス5 ス2 ス5

透 視 度 1 4.5 1 1. 0 1 0.0 9.5 

色 相 淡褐色 灰 色 暗灰色 灰 色

臭 気 黒士臭 下水腐敗臭 下水腐敗臭 酪尿臭

蒸 発 残 留 物(mCJ/f) 234 224 

溶 解 性 物質CmCJ/f) 221 209 

浮 遊 物 (mCJ/f) 1 3 1 5 2 0 9 

溶 存 酸 素 (7lVj/f ) 6. 1 3.9 2.7 2. 6 

酸 素 飽 f日 領(領〉 77.6 4 8.4 3 4.7 3 4.5 

塩 素 イ オ ン(mCJ/f ) 4 8 4.5 3 8 4 2 

c O D CmCJ/ f ) 1 6.5 1 6.5 1 2.6 1呪2

B O D (mCJ/ f ) 1 2.5 1呪3 1 O. 5 1 7. 4 

総、 窒 素 cmCJ/f ) 1 1. 6 

硝 酸 '性 謹 素 cmCJ/f ) 0.3 8 

連硝酸性窒素(mg/E〉! 0.5 5 

アンモニヤ性窒素 cmCJ/f ) ス94 

アノレプミノイド窒素(mCJ/f ) 2. 0 6 

1由 類 (mCJ/f ) 2. 5 

A B s (mCJ/ f ) 0.7 

一 般 締 葡数(個Vmf) 3史o0 0 

大 腸 菌群 数(伺/mf) 3 0，0 0 0 
? 
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表-73 境 JII水系(秋季〉 干潮( 9: 5 2分〉

昭和45年 11月12日調査満潮(1 5 : 4 0分)

採水地点
東西橋 境 橋 宇宙JlI橋 沼野

試験項目

採 水 時 間 1 1 . 2 0 1 2 • 4 0 1 1 3 0 1 1 5 0 

気 温 (.C) 1 Z 5 1 8.7 1 9. 5 1 8. 0 

水 混(ゼ〉 1 4.0 1 Z 0 1 4.0 1 3.5 

P H Z 4 ヱ4 ス2 ス5

透 視 度 6.5 スO 6.5 1 2.0 

色 相 淡掲色 灰 色 灰褐色 灰 色

臭 気 沼 下水 下水臭 生下水臭

蒸 発 残 留 物 (mC;/I!) 356 4 8 8 

溶 解 性 物 質(勾VI!) 319 452 

浮 遊 物 (mc;/I! ) 3 7 3 6 3 8 1 9 

存 殻 素 (mc;/f ) る.0 1.2 5.2 4. 1 

酸 素 飽 芳日 領(弼〉 るなる 1 2. 9 5 2.5 4 0.9 

埴 素 イ オ ン (mc;/I! ) 5 0 4 6 3 9 4 2 

O O D (mc;/ I!) 8.0 2 5.5 1呪5 1 8. 6 

B O D (ηlC;/ I! ) 2 3.6 2 2.2 3 0.2 1 8.4 

総 素 (m;;/I! ) 2 3.3 

硝 酸 性 窒 素 (m;;/I! ) 0.53 

亜硝駿性護素 (mC;/I!) O. 1 3 

アンモニヤ 窒素 (mc;，/I! ) 1 5.0 7 

アルプミノイド (mg/ I! ) 2.6 1 

f出 類 (m;;/I! ) 1.3 

A s (時'/I! ) 1. 7 

般 高田 議 数(個/mI!) 8 5，0 0 0 1，200，000 

大 腸 菌群 数(偶Vml!) 11 3， 0 0 0 32，000 
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表-74 境川水系(冬季〉 干潮(1 1 : 2 3介)

昭和46年 1月27日調査 満潮(16:47分〉

iiiiFご竺f東西橋 境 橋 宇田 JII橋 田野橋

採 水 時 案。 1 1 . 0 0 1 2 .00 1 1 • 3 0 1 0 : 4 5 

気 温("C) 1 5.0 1ス0 1 5.0 1 5.5 

水 温 (.C) 色。 1 3. 0 8.5 ス0

P H 主2 文2 8.5 ス2

透 本見 度 呪8 5.5 6.5 2 3.0 

色 相 決黄灰色 淡糞灰色 黄灰色 徴黄灰色

気 沼 臭 下水臭 生下水臭 生下水臭

蒸 発 残 留 物(呼Yf) 278 4 5 6 

溶 解 性 物 質 (TIlfJ/f) 251 4 1 1 

浮 遊 物 (m~/f ) 2 7 4 5 2 9 4 

溶 存 酸 素 (m~/f ) 6.9 3.2 8. 1 ス4

酸 素 飽 芳日 %(%) 6 0.4 3 O. 1 7 3.2 6 2. 6 

塩 素 イ オ ン (m~/f ) 4 4 5 0 3 9 3 9 

c O D (m~/ f ) 2 0.8 3ス6 2 6.4 1 5.6 

B O D (吻/f) 2 2.4 3ス8 3 9.4 2 0.5 

総 素 (mc;/f ) 1 6.0 

硝酸 性 素 (m~/f) 1. 3 5 

亜硝酸性窒素 (m~/f) 0.0 6 

アンモニヤ性窒素 (m~/f) 1 2.0 0 

アノレプミノイド窒素 (m~/f ) 五o4 

ず由 類 (m~/f ) 1.2 

A B S (TIlfJ/ f) 2. 6 

一 般 細 菌 数(個/mf) 7 4，0 0 0 360，000 

大 腸 菌 群 数({I関/mf) 3，4 0 0 4，000 

-165-



3-2-5 重金属なよひ'γアン

本年度からあらた陀重金属類とシアンの測定を行在った。調査地点はとれらが

排出されると思われる 5地点，鶴見J!I水系大綱橋，潮見橋，雄子JII水系雄子橋と

し，項目は別途K調査した工場排水の実態調査(1 -4報)を参考K選定した。

な金底質調査については衛生研究所が行まった。

分析方法は JIS K 0 1 02 工場排水試験方法と下水試験方法Kょった。

(表-7 5 ) 
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3-3 水系別と地点別Kよる水質汚濁の経年変化

市内河JIIの水質汚濁の経年変化を見るため，昭和32年よタ 45年度までの調査結果を

各河川!の採水地点Kついて比較表示した。調査年鹿児よって採水地点の変更増減がある。

(表一 76-79)

河川どとの汚濁状態Kついては，調査地点数台よび回数，採水時の潮位や河川オ械の感

潮の程度在どが，各河jけによって異b直ち托判定するととは出来まい。しかしその地点k

bいての汚濁の増減程度は推定するととは出来る。

ととKは各河111の代表的と患われる地点について，その BOD，酸素飽和百分率の年度

(図-17-18)
変化を閣示した。

BODVCついてみると，大岡JIl水系，清水橋，雄子川水系，維子橋では，前年度よタわ

ずかK下降しているが鶴見川水系大綱橋，境川水系東西橋の BODは上昇しているo

酸素飽和百介率は年度を経過するにしたがってその義が接近して来る傾向がうかがわれ

るo
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表-76 大関川水系 地点別陀よる経年変化(年間平均値〉

言輔自宗で 根 橋 =ね士= 田 橋 長 者- 橋 情 水 橋

3 2 ス2 (ス6) ス5 (ス6) 文5 (ス6)

3 5 Z3 (ス5) ス2 (ス7) ス3 (ス5) 

P 百 3 8 Z4 (ス7) Z3 (ス6) ス2 (ス7) ス5 (ス3) 

4 0 ス1 (ス2) Z 1 (ス3) ス1 (χ4 ) ス5 (ス1) 

4 4 Z2 (ス5) ス5 ス2 (ス6) ス3 ( Z3) 

4 5 ス4 ( Z7) ス6 ス4 〈ス4) ス3 (ス4)

3 2 8.1 (49.4) 38.8 (43.7) 1 6.2 ( 35.9 ) 

事FFl
3 5 40.6 (45.8 ) 22.3 (50.3 ) 22.9 (40.4 ) 

3 8 1 2.8 (34.3 ) 1 9.0 (21.6 ) 1 6.7 (40.4 ) 30.9 (12.3 ) 

4 0 5.3 (142 ) ス5 ( 1ス5) 1虫2 (36.2 ) 2 0.1 (23.8 ) 

4 4 8.8 (13.6 ) 1 2.0 1 3.5 (20.2 ) 22.6 (1 7.6 ) 

4 5 1 9. 5 (442 ) 40.6 22.7 (20.6 ) 32.4 (2げ〉

3 2 1 5.9 ( 6.1) 12.0 ( 5.9) 1 4.8 ( 8.4) 

3 5 4.6 ( 5.7) 8.8 ( 4.7) 1 2.7 ( 8.8) 

3 8 呪5 ( 6.0) 8.7 ( 42) 1 2.6 ( 4.0) 23.1 (10.1) 
。殺事/l)

4 0 1 1. 7 (灯) 12.9 ( 8.1) 2 1.1 ( 6.3) 32.6 (21.0 ) 

4 4 1 8.7 (18.4 ) 1 2.8 28.7 (11.9) 7虫3 (39.6 ) 

4 5 1 9. 0 ( 呪る) 1 5.6 29.8 (18.9) 46.6 (40.9 ) 

3 2 2.1 ( 1.3) 3.3 ( 1.1) 0.8 ( 1. 1 ) 

3 5 1.4 ( 1.2) 1.6 ( 1.0) 1.4 ( 1. 1 ) 

3 8 0.8 ( 0.5) 0.6 ( 0.5) 1.1 ( 0.6) 1.6 ( 0.8) 

4 0 1.2 ( 0.8) 1.4 ( 0.9) 1.7 ( 0.6) 2.5 ( 1.6) 

4 4 3.70 (2.97) 3.45 3.47 (2.92 ) 4.34 (2.5 7) 

4 5 2.67 (1.79 ) 2.4 9 ( 3.6 7 ) 1. 9 7 (4.24 ) 

3 2 

3 5 1 7，.4 0 0 ( 3 3，0 0 0 ) 254，00 0 ( 1 5，9 00 ) 114，000 ( 7，900) 

3 8 11 4，0 0 0 ( 53，2 00 ) 165，000(106，000) 74 0，00 0 ( 9 4，50 0 ) 1，0 2 2，0 0 0 ( 71 7，0 0 0 ) 

4 0 1，060，000( 92，200) 71 6，0 0 0 (22 8，0 0 0 ) 567，000(347，000) 470，000 ( 1，0 30，000 ) 

4 4 1 64，0 0 0 ( 1 50，0 0 0 ) 118，000 60 8，0 00 ( 78，0 0 0 ) 3 9 2，0 0 0 C 46 0，0 0 0 ) 
4 5 217，000( 57，400) 31ス000(533，000) 41史OOO(850β00) 
3 2 

3 5 3，700 ( 5;4 00) ス200( 590) 5，000 ( 697) 

3 8 5βOO( 4，100 ) 3，360( 1，760) 11，300( 1，2 50) 15，500 ( 15，700) 

4 0 1，330 ( 3，910) 24，500 ( 5，270 ) 14，700( 町230) 1号100( 37，7∞〉

4 4 11，600 ( 号500) 7，500 5史000 ( 1 0，50 0 ) 38，000 ( 44，000 ) 

4 5 13，400 ( 3，630 ) 20βOO( 33，400) 71，500( 11ス000) 
{註) 表中の前列の数鍍は干潮， ( )内は満識を表わす。
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表-7 6 大岡JII水系 地点別による経年変化(年間平均値〉

試験項 試 根 岸 橋 コ口士コ 出 橋 長 者 橋 清 水 橋

32 ス2 ( える〕 ス5 ( える〉 ス5 (ス6) 

3 5 ス3 ( 7.5) ス2 (ス7) ス3 (ス5)

3 8 スヰ (ス7) ス5 (ス6) ス2 (ス7) 土5 (ス3)

4 0 スT ( 7.2) ス1 (ス3) ス1 (ス4) ス3 (ス1) 

44 ス2 (ス5) ス3 ス2 (ス6) ス3 (ス3) 

4 5 ス4 (ス7) 7.6 ス4 (ス4) ス5 (ス4) 

3 2 8.1 (4虫4) 38.8 ( 4 3.7) 1 6.2 (35.9) 

3 5 40.6 ( 4 5.8) 22.3 ( 5 0.3) 22.9 (40.4 ) 

38 12.8 ( 3 4.3 ) (21.6) 1 6.7 (40.4 ) 30.9 ( 1 2.3 ) 

百(分#率) 4 0 5.3 ( 1 4.2 ) ス5 ( 1ス5) 1 <)え2 (36.2 ) 20.1 (23.8 ) 

4 4 8.8 ( 1 3.6 ) 1 2.0 1 3.5 (20.2 ) 22.6 ( 1ス6)

4 5 1烹5 (44.2 ) 40.6 22.7 (:2 0.6) 32.4 (2呪7)

32 15.9 ( 6.1) 1 2.0 ( 5.9) 1 4.8 ( 8.4) 

35 4.6 ( 5.7) 8.8 ( 4.7) 12.7 ( 8.8) 

38 虫3 ( 6.0) 8.7 ( 4.2) 1 2.6 ( 4.0) 23.1 ( 1 0.1 ) 

(mVf) 4 0 1 1. 7 (虫7) 12.9 
( 8.1) 2 1.1 ( 6.3) 32.6 ( 2 1.0 ) 

4 4 18.7 ( 1 8.4 ) 12.8 28.7 (11.9) 7呪3 (3呪6)

4 5 1虫G (虫6) 1 5.6 2京8 ( 1 8.9 ) 46.6 (40.9 ) 

32 2.1 ( 1.3) 3.3 ( 1. 1 ) 0.8 ( 1. 1 ) 

五五4|
3 5 1.4 ( 1. 2 ) 1.6 ( 1. 0 ) 1.4 ( 1. 1 ) 

38 0.8 ( 0.5) 0.6 ( 0.5) 1.1 ( 0.6) 1.6 

4 0 1.2 ( 0.8) 1.4 ( 0.9) 1.7 ( 0.6) 2.5 

4 4 五70 ( 2.9 7) 3.45 3.47 (2.92) 4.34 

4 5 2.67 (1.79) 2.49 (五67) 1. 9 7 

32 

35 1 7，4 0 0 ( 3 3，0 0 0 ) 2 54，0 00 ( 1 5，9 0 0 ) 114，000 ( ス900) 

3 8 1 1 4，0 00 ( 5 3，2 0 0 ) 1 6 5，0 0 0 ( 1 0 6，0 0 0 ) 74 0，0 00 ( 9 4，5 0 0 ) 

4 0 1，060，000 ( 92，2 0 0 ) 71 6，000 (22 8，000 ) 567，000(347，000 ) 

4 4 1 64，000 (1 50，0 00 ) 118，000 608，OOO( 78，000) 

4 5 217，OOO( 5ス400) 3 1 7， 0 00 (5 3 3，0 0 0 ) 

3 2 

3 5 3，700 ( 5;400) ス200( 590) 5，000 ( 697) 

大({j腸併産群nf劉)l B 
5βOO( 4，100 ) 3，360 ( 1，7 60) 11，300C 1.250 ) 15，500 C i コ

4 0 1，330 ( 3，91 0) 24，500C 5，2 70) 14，7 00 ( 9，230 ) 19，100( 

44 11，600 ( 全500) 7，500 3呪o0 0 ( 1 0，500 ) 38，000 C 
4 5 13，400( 3，630) 2 0，0 0 0 C 33，4 0 0 ) 71，500( 11 

{註)表中の前列の数値は干潮， ( 〉内は満潮を わす。
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表-77 雄子JlI水系 地点別Kよる経年変化(年間平均値〉

試験項目 よ々 i平 関 橋 維 子 橋

3 2 ス2 (ス1) 2.6 (ス7)

3 5 6.8 (ス2) 6.7 ( 6.7) 

P H 3 8 ス2 (ス3) 6.5 〔ス8) 

4 0 ス5 (ス1) ス1 (ス5)

4 4 ZO (ス2) 6.9 ( 6.9) 

4 5 ス2 (ス4) ス3 ( 6.8) 

3 2 75.0 ( 54.8 ) 8ス3 (61.6 ) 

3 5 65.3 (3呪0) 80.9 ( 8 5.0 ) 

酸素飽和百分率 3 8 3Z4 (25.2 ) 55.2 (50.3 ) 

(婦) 4 0 43.3 ( 3 6.1 ) るス6 (66.3 ) 

4 4 41.5 (35.6 ) 58.8 ( 4 2.2 ) 

4 5 46.0 (3ス0) 5Z7 (45.0 ) 

3 2 38.9 ( 1 0.9 ) 6.7 (22.8 ) 

3 5 24.5 ( 25.7 ) 1 9.8 (2Z8) 

B O D 3 8 るス9 (11.9) 30.8 ( 46.5 ) 

(mr;/ f ) 4 0 5五5 (22.2 ) 25.4 (2ス8)

4 4 4 1. 0 (22.0 ) 48.1 (3玖6)

4 5 42.6 ( 3 1.4 ) 45.6 (32.2 ) 

3 2 3.0 ( 1.4) 1.2 ( 3.8) 

3 5 2.1 ( 1. 1 ) 1.5 ( 1.8) 

アルプミノイト警察 3 8 3.9 ( 1. 6 ) 3.2 ( 2.3) 

(吻Y.e-) 4 0 1.6 ( 1.3) 1.0 ( 1.3) 

4 4 2.2 ( 2.2) 2.4 ( 2.9) 

4 5 2.04 (2.83) 

3 2 

3 5 70，200 ( 1 6 1，000 ) 6五30 0 ( 1 .3 6，0 0 0 ) 

一般細菌数 3 8 4 6 4，0 0 0 ( 4 6 6，0 0 0 ) 2 8，2 0 0 ( 2 4 7， 0 0 0 ) 

c1周/ml) 4 0 9 8 8，0 0 0 ( 3 4 6，0 0 0 ) 1 35，000 ( 7号000)

4 4 1 5 0，000 ( 1 56，000 ) 6 6，5 0 0 ( 4 0，5 0 0 ) 

4 5 2 6 6，0 0 0 ( 1 6 6，0 0 0 ) 33号o0 0 (4 0 6，0 0 0 ) 
3 2 

3 5 7，450( 3，130) 3，860 ( 3，1 00 ) I 
大腸菌群数 3 8 25，600 ( 6，080 ) 2，380 ( 三110 ) 

灯時/ml) 4 0 3，600 ( ス380) 2，360 ( 2，0 1 0 ) 

4 4 7，500( 17，500) 2，800 ( 5，200 ) 

4 5 1 6，4 0 0 ( 8 2，0 0 0 ) 1 2，40 0 ( 7，270) 

〈註)表中の前列の数値は干潮， ( )内は満潮を表わす。
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森-7.8 鶴見111水系 地点別托よる経年交化〈年間平均値〉

試験項自 潮 見 矯 大 綱 靖 新 羽 矯

3 2 ス1 ( 7.7) 7.2 (ス2)

3 5 7.1 (ス8) ス1 ( 7.3) 

3 8 ス0 (ス3) 
P H 

ス1 (ス3) ス2 (ス5)

4 0 7.1 (ス4) ス2 ( 7. 1 ) ス4 (ス2) 

4 4 ス3 (ス4) ス5 (ス3) ス3

4 5 ス5 ( 7. 6 ) ス5 (ス3) 7.6 

3 2 53.2 ( 66.2 ) 1 0ス1 (96.4) 

3 5 46.8 (55.2 ) 91.1 (ヲ 5，4) 

酸素飽和百分率l 3 8 24.2 (33.7 ) 91.7 ( 72.0 ) 1 00.6 (8虫3)
( % ) 4 0 20.2 C 41.3 ) る6.3 (66.7) 75.7 C 75.4 ) 

4 4 14.5 C 22.2 ) 60.0 (5ス3) 65.4 

4 5 1 5ι C 3 8.4 ) 53.9 (61.4 ) 76.5 

3 2 6.6 ( 8.3) 4.5 ( 6.1) 

3 5 1 1.2 ( 4.8) 五2 ( 5.5) 

B O D 3 8 1 6.0 ( 5.6) 4.0 (五7) 2.9 ( 2.6) 

(勾/f) 4 0 1 1. 6 ( 5.0) 6.0 C 4.0) 4.2 〔五4) 

4 4 17.2 ( 7. 2 ) 13.0 ( 1 2.4 ) 1 0.2 

4 5 (立6) 20.0 ( 1 8.8 ) 8.3 

3 2 ( 1.3) 0.3 ( 0.9) 

3 5 ( 1. 1 ) 1.4 ( 1. 1 ) 

アノレプミノイ 3 8 1.1 ( 0.7) 0.4 ( 0.8) 0.3 ( 0.3) 

(時Yf) 4 0 0.8 ( 0.6) 0.5 ( 0.5) 0.4 ( 0.4) 

4 4 1.5 ( 2.0) 1.3 ( 1.4) 1.0 

4 5 2. 4 2 (，3. 0 6 ) 2.1 ( 1. 7 ) 1.4 

3 2 

3 5 268，000( 14β00 ) 3呪500( 11，700) 

3 8 2，60 0，0 00 ( 31ス000) 1，380，000 (551，000) 44，000 ( 

({I思/mf) 4 0 1，3 1 0，0 0 0 (2 3 7，0 0 0 ) 56，500( 33，400) 28，300( 40，700) 

4 4 43 0，0 0 0 ( 59 4，0 0 0 ) 74，00 0 C 83，0 00 ) 62，000 

4 5 1，170，000(35呪000) 13呪o0 0 ( 5 6 2，0 0 0 ) 69，000 

3 2 

3 5 2，900 C 230( 130 ) 

3 8 7，330 ( 3，350 ) 4，750( 1，870 ) 4，700 ( 180) 

(偶/祝e) 4 0 16，500 ( 1，640 ) 680( 410) 620( 300) 

4 4 46，000 ( 22，4 00 ) 2，900( ス800) 2，400 

4 5 1 2 6，0 0 0 ( 34，5 0 0 ) 1，250 ( 8，870 ) 1，4 00 

〔註)表中の前列の数億は干潮， C 〉内は満潮を表わす。
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表-， 7 9 境JII水系 地点別Kよる経年変化(年間平均値)

試験項目 ぷ空 東 西 橋 境 橋

3 2 

3 5 

P H 
3 8 

4 0 ス4 ス5

4 4 ス2 ス2

4 5 7.4 ス4

3 2 

3 5 

酸素飽和百分率 3 8 

(婦〉 4 0 70.5 55.2 

4 4 53.4 30.2 

4 5 68.0 38.4 

3 2 

3 5 

B O D 3 8 

(mg/.e ) 4 0 8.9 38.3 

4 4 14.4 26.4 

4 5 1ス2 5スG

3 2 

3 5 

アルブさノイト警諜 3 8 

(mg/.e ) 4 0 1.22 2.39 

4 4 2.88 4.04 

4 5 2.23 

3 2 

3 5 

一般細醤数 3 8 

(イ時/me) 4 0 1 85，0 00 445，000 

4 4 44 8，000 622，000 

4 5 118，000 738，000 

3 2 

3 5 

大腸菌群数 3 8 

(伺/me) 4 0 61 0 2，050 

4 4 6，500 試100 

4 5 9，730 25，300 

{註)表中の前列の数値は干潮， ( )内は満潮を表わす。
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3-4 生物試験結果

昭和45年度の生物試験は，過去3回の調査と同様K理化学試験と同時K行まったが，

感潮部の各河)11の代表調査地点を選定し，生物学的在面から河川の汚濁状態を検討した6

3-4-1 試験方法

試験方法は試料50 mfを2，00 0 r. P. m で 15分間遠心分離して上澄液を

1mfVC濃縮して定性定量を行なった。また F各河JIIの生物生態を見

るため托出現生物を寓男Ij陀をとめ考察を加えた。

3-4-2 試験結果

大関JII泣く系〈清水橋〉

K出現した生物は， ，他の 5河川比比

o 0 
してもかなb高い出現率を示した。特K微少べん毛虫類が多かった。

生物数は，反対に他の3r可)11より少在いが，とりわけ，強汚?寄託も耐える

Nitz8chiaが四季を通じて多〈出現していた。以上の結果から，との河川

。汚濁度は著しいものと考えられるo

四季別Kみると，夏季に有色素体生物が比較的多く出現した偽は原生動物が

著しい出現率を示していた。特に春季，冬季陀強汚濁性の生物の

。Olpidium ， Glaucoma Amoebaが多〈出現した。
(2) 維子川水系(維子梧)

維子橋で生物の高い出現率を示したものは，詩藻類で，まかでも

Ni七z8chiaが四季を通じて出現し， sアnedraが秋季，冬季K多(， 

。アclotellaが春季の干潮時K異常発生した。一方，原生動物は，

体生物に比して少<，との椎子橋は大間HIの清水橋よ bも汚濁震が低ぐ，中汚

濁性の流域と考えられる。

(3) 鶴見J!I水系(大綱橋，潮見橋〉

四季を通 出現数が他の 3水系民比して

悲しぐ多<，微少べん毛虫類，強汚働生生物OOlpi企ium Amo eba 

が河口陀近い潮見橋托出現しているo しかし在がら，との水系の汚濁度は他の

5水系よりも低いものと考えられる。
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出現の高い生物は，皆藻類Nitz8chia ， Cyclotella， 

Naviculaが大綱橋、潮見橋の両調査地点で四季を通じて出現していたが，

潮見橋では，海産性生物のSkeletonemaの出現も った。また，有機汚濁

〉

K出現すると言われる緑藻類。 Scenedesmua EUglena等が比較的

出現していたととは，との水系も汚濁がか在タ進んでいるものと考えられる。

(4) 境)11水系(東西檎)

当水系は，有色素体生物として，娃藻類の Nitzschiaが四季を通じて出

現していた。

方 C lpidium ，Paramecium AmOeba 

の原生動物が冬季に多〈出現し，春季にも割合多〈出現していた。とれは，流

域から流れ込む家庭汚水なよび他の排水り影響で，とのよう左複雑在汚濁形態

を呈しているものと考えられる。
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4 工場排水対策

現在の水質汚濁防止事業の基本的方針は下水道を整備し家庭下水とともκ工場排水を終末下水処

理場で浄化処理するととであるo したがって，下水道の建設κ先だって工場排水の実態調査が必要

であt，今年度は大関川水系と柏尾川水系托ついて調査を行走った。〈工d排水の実態調査，第5

報)

一方下水道整備地域は，昭和45年 10月κ下水道法施行令が改正され，工場排水の下水道への

排出規制κ重金属等の有害物質の 9項目が追加された。 ζれKともまい本市民主子いても水質基準の

暫定基本方針を改定し，悪質汚水を排出している工場托対して，排水管理の指導，監視等を行在。

ている。

4-1 工場排水実態調査

4 4年度は大関川流域と柏尾川流域について調査を行在った。

(1) 大向川流域

大関川流域の工場数〈製造業〉は 1，7 2 4あり，そのうち従業員数20人以上の工場は

190であった(表ー 84 ) 0 との流域は規模の小さい工場が多い事が特徴である。回収

された調査票の内訳は.金属機械関係の工場が他の河川と同様κ約40%.染色関係の工

場が19%.印別.紙加工，家具製造等の非用水型の工場が26%とまっている。

排水量でみると，調査をした 15 1工場の絵苦手下水量は， 1 0 5， 4 2 2 rr! /月(対用水比

= 9 4.1 % ) t流域全工場の推定総工場排水量は 19 3，3 3 7 m8/.月(7，7 3 3 mS/ 臼)

であった。業種月!JVL分類すると，勝目業から排水量が44.3弼，酸洗メ 9キ業からは

1 2.5 %であった。〈図-19) 

水質む面がらみると，調査した 151工場からの排出水の左かで，汚濁物質討まとんど

含ままい間接冷却水は 12.0 %で，残t>8 a 0 ~tよ何等かの汚濁排水であり，そのうち特e

κ染色等κよる排水が30.0%を占め.流水の色相を 1日κ幾度も変化させている。また，

家庭汚水と間程度の汚濁排水と考えられる車接冷却水と雑排水の合計が33. 3婦酸洗メッ

キの排水が1虫5婦とまっている。〈図-20)

--187-



表一 84 

大関JI!水系の工場数

二戸竺---
玄 z 工 H 。 F 

1 --.3 4 --9 10--作 20--29 .30---49 50-99 

食 料 品 製 ユ、必旦ユ 業 59 84 24 る 4 

織 維 ヱ 業 24 42 .32 ? 1 1 4 

衣糠その他繊維製品製造業 262 154 .39 4 る 5 

木材・木製品製造業 2 7 1 7 7 3 5 4 

家具装備品製造 61 57 1 0 4 4 5 

ノむレプ0・紙・紙加工品製造業 21 45 1 .3 5 5 

出版印刷間関連 50 86 22 8 12 8 

イヒ 工 4 1 0 5 1 

お油・石炭製品 造 2 

ゴム製品製造 2 

社めし皮.向製品毛皮製造業 る 5 2 2 1 

窯 土石製品製造 g s 2 

鉄 鋼 業 5 

非鉄 題製造業 ? 1 1 

属製品製 .30 58 21 1 5 2 

旬輔刷岨. 機 器具製造 21 .39 1 .3 5 7 5 

電気機 器具製 5 14 7 る 1 2 

輸送用機 器具 造業 1 4 16 1 .3 4 5 4 

精密機 器具製造 2 5 

そ C 伯の 造業 25 .3.3 1 .3 2 2 5 

621 689 224 62 64 47 

-188-



E D C B A 

計
酸洗メタキ工

100--19 9120 号、... 29 91300内.4991 500、999 1POO以上
工場数 程をもっ工場
事

1 79 12 

122 24 

468 13 

62 11 

139 1 1 

88 ? 

187 29 

20 

5 05 

2 。
16 3 

19 5 

7 2 

1 14 3 

11 7 8 1 0 

1 1 93 20 

1 37 11 1 

5 1 2 63 20 

7 g 

81 10 

8 4 5 2 1，724 190 1 2 

-18少---



図-1 9 推定総工場排水量内訳

推定総排水量

図-20 排水の種類と量

調査総排水量

染色

-190ー
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その他
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(2) 柏尾川流域

柏尾川流域の工場数〈製造業)は332あ.!J.そのうち従業員数20人以上の工場は 144あっ

た〈表ー 85)。との流域托ある工場の特色は，従業員規模の大きいものが多い事である。

業種別κみると，金属，機械関係の工場が66婦と他の河川ょp多<.次いで食料品製造業が

虫5婦とまっているO

調査をした 116工場の総工場排水量は， 8 7 7， 7 4 8 rrf/月(用水量の93.3%).推定総工

場排水量は.9 0女55 5n1/丹(3 6， 3 8 2 ~n3/ 日〉であっ花。

推定総工場排水量を業種別托分類すると，酸洗メッキ業からの排水が54.4 ヲ~ tゴム化学が21. 1 

~と異常κ高いが .ζれは大規模工場托起因する。(図- 2 1 ) 

水質の面からみると，調査した 116工場設ミらの排水の中κ.酸洗メタキ排水が22.9%もある

ととは見通せまい。〈図-22)

念会，大規模工場5社からの排水量は推定総工場排水量の 54.3%κのぼるととを特記する。

プリヅストンタイヤ側 1 0 O. 6 5 0 rrt9/ 月

住友電気工業(横浜工場〉 86，000 " 

日立製作所 戸塚工場 1 2 4，5 0 0 If 

H 横浜工場 116，000 " 

H 神奈川工場 6 6，5 1 8 " 

計 4 9 3，6 6 8 rrf/月

(3) 市内工場分布

昭和45年まで托調査した市内工場数を河川流域別Kまとめたのが表ー 86であ.!J.とのうち工

場排水量 507f!/月以上の製業者托ついて分布図を作製した。〈圏一 23)

表-86 主要河川別工場介布告よび排水量

図-23 市内河川流域別工場分布図
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表 柏尾)11 :水系の工場数

二正竺|五 Z 工 H α F 

1 ...... 3 4 ...... 9 1 砂、~19 2ひ.....，29 30-49 5かJJ9

食 料 ロロロ 製 ユ、必εzュ 業 1 1 4 2 2 4 

繊維・衣態そり他 3 ヰ

木材・木製品製造 2 2 2 2 

家具装錆品製造業 4 2 2 1 

パルプ・紙・紙加下品製i告業 5 7 

出版・ る 2 

イヒ 学 ヱ 2 る 2 

石油・石炭 ロロロ #骨主日主 3、正主士主ュ

@ お製品製 ご〉 2 

鉄、 鏑 5 T 

非鉄金 製 3 2 

金蔑製品製造 1 9 1 2 7 2 7 

一般 械 具製造 3 
I 
2 2 5 

電気機械 具製 4 る る 5 9 

輪送用機械器具製造業 5 5 d 4 5 4 

密機械器具 造業 2 4 3 

そ の他の製造業 4 2 2 2 

プム 製 製 業 1 

言十 2 4 9 0 7 4 2 9 2 7 38 



E D C B A 
2 0人以上の 酸洗メッキ工

100-19 ヲ 20 仔~99130払4991500-999 1∞0以上 工 場 数 程をもっ工場

2 5 2 9 1 4 

1 9 2 

1 0 7 

1 1 4 1 

1 4 2 

1 2 5 

1 1 7 8 

。
2 9 4 

9 5 2 

T 8 4 

5 1 5 6 2 0 1 6 

4 1 3 1 

5 5 2 4 5 3 3 2 4 

2 8 1 4 

1 2 1 2 3 

2 T 1 4 8 

4 5 

2 2 1 2 5 6 7 322 1 4 4 2 4 
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図-2 1 推定総工場排水量内訳

推定総
排水量

酸洗メッキ 問視555m:/月
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国一 22 排水の種類と量
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図-2 3 
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市内河川流域工場分布図
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表-8 6 市内主要河川別工場分布 b よび排水量

lx 
鶴見JII~申) 鶴見J11な} 入江111 滝の)11

|排水量 ヱ場数 排水量
排水量

工場数 工場数
(11る/日〉 かる/臼〉 (rrl/回〉 (ば/日〉

食 料 品 24 4，057 101 45，100 43 10，972 60 280 

繊維製品 19 2，119 2る 148 1る 228 25 124 

木 製 品 58 560 652 33 172 36 524 
l ぅ

が

紙 加工品 41 761 78 772 19 152 29 64 

化学石油製品 30 3，224 66 292597 4 1，0 76 4 356 

鉄綱非鉄金属 23 1，759 51 1242252 13 7，508 4 116 

金蔑製品 123 2，902 1“3，892 34 128 14 40 

機械器具 290 女929 431 28，788 131 15，080 53 288 

そ の 佑 る? 1，778 61 呪632 23 1.856 10 232 

ムロ 計 677 27，074 1.069 623833 316 37，173 235 2.024 

2 0業人以上の
事所数

249 297 73 37 

-196-

雄子川

排水量

工場数 (nf/E) 

108 8，112 

176 三988

98 812 

84 556 

15 13，448 

39 4，172 

104 1，072 

234 る，780

52 5556 

〆

910 44，49る

190 

工

， 
d 

2 



機ぎ九

考

大関JII 柏尾J11 境 J11 待従川 宮 111 その他

排水量 排水量 排水量 排水量 排水量 排水量
工場数
(作品/日)

工場数
(rJ/日〉

工場数
(11グ日〉

工場数 工場数 工場数
(mY:日〉 (ゆ/ね) 〈必/日)

179 575 29 3，951 16 981 8 352 4 255 63 20.000 

590 3，423 ? 19る 2 る 5 36 5 65 86 493 

:& 
j司書
201 297 21 138 6 25 7 56 2 7 53 208 

275 550 26 448 4 19 5 24 一 27 38 

23 295 22 3，629 4 510 36 2 264 4 15，049 

21 490 17 300 5 158 一 一 4 123 る 2β75 

11 7 1.038 56 20，348 25 526 12 56 17 222 26 244 

一ゐ

ぷヘ

200 630 129 2，334 64 五760 41 840 40 622 85 13560 

118 436 23 5，037 19 ヲ12 7 48 6 230 31 373 

1，724 ス734 332 36，381 142 6，897 84 1.448 80 1，788 381 52，840 

190 144 46 17 27 74 

のぞ • t、耐，



(4) 除筈施設κういて

調査票を回収した大関)11水系 151工場，柏尾川水系 11 6工場のうち除害施設が必要で

あると考えられた工場数は.大同川水系37工場.柏尾川水系 49工場存在したが.除害

施設を既κ設置している工場は，大岡川水系 7工場，柏尾JII水系 27工場であった。 ζれら

の工場のうち除害施設として不完全在ものが半数を占めてい免。

また調査した工場で.除害施設を計画していると答えた工場は全体で 7件.除害施設を設

置すべきであるカ鴻所が狭いとか.費用がまいという理由κより設置してい設い工場は，大

関)11水系16件，柏尾川水系5件であった。

大関j巾16裏にむける染館長水は汚濁源として大き在比重を占めているが，除害施設を設置して

いる工場は 1件も存在せず.今後の工場排水指導を強力托推進さぜる必要がある。

(表-87 表-88)

表-87 除害施設の設費状況 (大関)11) 

除害施設の種類 設 寵 数

酸洗メッキ等の排水処理 7 

1由 水 分 離 。
塗装(樹脂含有〉排水処理 。
沈 殿 処 理 。
有 機 物 処 理 O. 

ぷE3』 計 7 

表-88 除害施設の設罷状況 〈柏尾JII) 

除害施設の種類 支百又九 置 数

酸洗メッキ等の排水処理 1 7 

f由 水 分 離 2 

塗装(樹脂合有)排水処理 T 

沈 殿 処 理 る

有 機 物 処 理

ρロ』 言十 2 7 

4 -2 排水管理の指導監督

公共下水道へ受入れている悪質在工場排水は，下水道施設を破損した!J.また下水処理κ

支障をきたし，汚水が浄化され在いまま公共用水域κ流出したPする。その対策として，工

場排水の指導監督，水質分析.工場托対する広報活動を行在ったo4 5年度末まで托指導を

行在った工場を表-92κ示す。とれらの工場のうち除筈施設の拡設または改造を行在った

ものは 25工場，除害施設の維持管理の適正化托よ P水質改善が行在われプヒものは 12工場

であった。
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表-8 9 工場排水の指

工 場 名 業 種 徐筈施設の種

M 製 葉 j食 品 240 在 し

処

4 T 鋼 管 鉄 鋼 280 /1 

処 理 メ y :;f- 140 を し

アセチレン 7 チレ y 2， 。。 乾 :操

メ ':1 キ メ キ

8 I D イヒ 薬 5 0 在 し

9 I T 化成主 会ユ 4 0 γ ア ン'

1 0 純 薬 化学薬品 400 捺

1 1 T ~\ Z 属 イヒ づ兵ば一予 メ ツ キ 5 シ' ア

121 Y 電 イヒ H 2 0 11 

1 3 I N /， メ，キ j 100 メッ

1 4 I H 製 作 所

1 5 I N r千2そ十， 
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有機物の排出κよる下水処理障害 排水管理の徹底 処

酸排水による下水管きょの腐蝕 中和処理施設の改造托よる処理能力向上 11 

H 簡易在中和処理施設の設麗，移転 1/ 

H R 

酸，メッキ排水による下水管きょの腐蝕 区域外

i強アノレカリ性排水による下水処理髄害
除害施設管理の適正化合よび

処へ i カーバイトカスの搬出

む字溝骨材露出 区域外

下水管きょの腐蝕 処

γアン排水の排出 クロム会よ山中~EWlL理施詩摺前中 It 

悪臭(アクリル酸ヱスわけ排水の排出 除害施設管理の適正化 " 

γアン排水の排出 排

シアン・クロム排水の排出 維持管理の徹底指示 11 

きょの腐蝕 " 11 

11 修複と水質改善の履行 H 

撰麓地花よる下水管C滑掃障害
袖の京浜運河への流出

治水分離装置設置 If 
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番号 工 場 名 業 種 排水量(m3/ 日) 除害施設の種類

1 6 T 通信機工業 表面処理メッキ 2 0 中和沈殿処理

1 7 F メ 'tJ キ メ 'tJ キ 5 0 メタキ排水処理

1 8 N 金 属 ヱ 業 金扇表面処理 640 中来日・汚泥脱水

1 9 F 電 地 電池製造 2，20 0 中和沈殿処理

2 0 工 産 業 ドラム鰭再生 100 油水分離処理

2 1 Y 焼 付 産 業 表面処理 2 0 在 し

2 2 s電化工業所 メ ~ キ 1 0 メッキ排水処理

2 3 A H廿骨 器 ドラム鍵再生 1 0 在 し

2 4 Y 鍍金工業所 メ
" 
キ 1 5 メタキ排水処理

2 5 T 鍍 金 H n 

I 2 6 M 蔑 もやし製造 6 在 し

2 7 T 道 路 主 業
アスファノレト・ n 
ピッチ加工

2 8 M 産 業 パチンコ台洗浄 る H 

2 9 E 油脂工業所 肥料製造 1 0 汚 泥 分理槽

3 0 瓦 廿'*' 器 ドラム纏再生 2 0 袖水分離処
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下水道施設への被害等 指 導 内 M廿， 処区理の区・排水
男社

下水道工事用ポンプの腐蝕 中和処理施設設置 #ド

γアY排水の排出 椛円管理徹底 If 

下水管きょの腐蝕 H " 

下水管きょの腐蝕・カドミウム排水の排出
水質改善指示・

H 
カドミウム処理施設設置中

可燃性悪臭廃油の排出 水質改善指示 H 

側溝の腐蝕 水質改善指示・操業内容の変更 処

メタキ排水の排出 メタキ廃水処理施設設置中 " 

下水道工事現揚の揮発油臭 廃油処介の適正化 #ド

主 メタキ排水の排出 除外施設設置決める 11 

If H 処

もやし〈ずの多量j非出 浮遊物の簡易除去装置設置 #ド

アスファノレトピッチ含有排出による
県公害課指導中 処

河川汚濁

下水管きょの腐蝕 水質改善指示 If 

普 下水道の閉塞 除害施設の維持管理の徹底 排

理 廃油の下水管内爆発事故
消肪簡が除害施設の増設さぜる
十分在管理指示 H 
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第号 工 場 4メ~ 業 種 ( 111/日〉 除害施設の種

3 1 T コール興業 600 中和沈殿処

3 2 日 炭 素 主 業 H 3 0 0 油中 和水 介沈 離殿処処

3 3 K げ廿て? 若き γラ f由水分離勉

3 4 N 精 密 鋼 管 鋪 在 し

3 5 瓦 イヒ 化学工業 3 0 11 

3 6 g 治 イヒ 2 油水分 処

3 7 主 鍍 金 イヒ メ ヨP キ 130 を し

3 8 ま イヒ 工 塗装・メ y キ 150 メッキ排殿水処処
中和沈

3 9 瓦 金 長室 工 業 メ " 
キ 4 8 メタキ排水処

4 0 s 鍍 92 100 If 

4 1 工 鍍 金 イち 11 400 H 

4 2 鍍 金 " 401 11 

一

4 3 Y クロム工業 11 1 0 11 

4 4 H ク ロ ム 社 5 鍍金排水処

4 5 工 ク ロ ム H 在 し
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理
理

下水道施設への被害等

腐駿蝕揮遊物排水κよる下水管きょの閉塞・

H 

廃油の排出

酸排水κよる下水管きょの腐蝕

薬品の排出

磨f自の排出

酸・メヲキ排水の排出

" 

H 

" 

" 

H 

クロム排水の排出

酸・メタキ排水の排出

fI 

指 導 内 M廿， 処理区・排水
区の別

簡易除外施設設置 排

除害施設設罷 11 

水質改善指示 11 

排水管理の徹底 !I 

N 

検FミlY凡T空na， ff 

-工場移転計磁 H 

除害施設の修復と維持管理体制の確立 /1 

副ι

処i京音施訳波宮 T

11 H 

11 排

H 処

" 排

11 H 

水質改善指示 処
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番号 工 場 名 業 手重 排水量 (rr!/日〉 除 施設の種類

一戸

4 6 工 電 化 主 業 メ ツ キ 3 0 メタキ排水処理 酸

一

4 7 T 電 気 製 巾、ぜまュ F 電 気機械製造 在 し 多

4 8 Y メ '7 キ メ '? キ 1 0 H 駿

4 9 O 鍍金工業所 H 1 0 メッキ排水処理

5 0 T 産 業 パチンコ台洗浄 5 左 し ク

一

5 1 T 1由 イヒ ヱ 業 化学工業 5 0 11 治〈

5 2 M コネ 一 ム アルさ表面処理 5 0 H 酸会

一

5 3 T 電化工業所 メ '? キ 3 0 メタキ排水処理 メ.

5 4 T 練磨工業所 金麗加工 100 在 し 酸事

一

5 5 s 金 属 金嵐焼入 1 0 H シフ

一

5 6 sパーカー工業所 表面処理 2 0 /1 

一

5 7 N ゴーノレド工業所
アルミ表面処理

3 5 H 
会よび印刷

一一
5 8 Z 研 究 所 メ

" 
キ 5 If 

一一
5 9 M 工 作 所 アルミ版印刷 2 0 /1 

6 0 T 化 成 レコード・プレス 2， 0 0 0 H 
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下水道施設への被害等 指 導 内 n廿モ， 処区理区・排水
の別

酸・クロム排水の排出 除害施設設置中 処

多量の重油下水道托排出 維持管理の徹底 #ド

酸・メッキ排水の排出 除害施設設費予定 処

H H H 

クロム排水の排出 H 

f患の下水道への排出 簡易廃油貯槽設置予定 H 

酸排水托よる下水側溝の腐蝕 H 

主 メタキ排水の排出 除害施設設置中 H 

酸排水托よる下水管きょの腐蝕 徐害施設の設置を指示 11 

γアン・酸排出の流出 H H 

酸排水の排出 11 

" 

酸排水κよる下水管きより腐蝕 " " 

H 

H 

熱排水の排出 H 
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号 i 工 場 名 種 ( m3/ 日〉

6 1 E ヱ 業 アルマイト処理 9 0 在: し

6 2 S 鉄 ヱ 所 溶融亜鉛メッキ 1 0 0 " 

6 3 工 鍍 金 メ ':1 キ 1 0 メ

6 4 N ドラム 整備 ドラム鍵再生 3 0 f由水介

る5 s 金 麗 工 業 ブノレミ搾轍メッキ ? 8 0 を し

6 6 瓦 金 メ ツ キ 8 0 1/ 

6 7 K 防 主 業 j 金嵩 菌処理! 2 0 !/ 

る§
I D 塗 料 塗料製造 i 400 H 

6 9 T 熱 処 理 金屠 入 i 2 0 H 

7 0 味 P曾 i食 ロロロ 9 0 H 

7 1 工 精 工 表面研磨 2 0 0 中和沈殿乾

7 2 玄 電 子 電気部品 5 0 
メッキ排中

中和沈

7 3 I K 高 事 表面処理 4 0 
11 

H 

7 4 G ね じ エ 業 11 2 8 0 油中和沈殿処賂
水介離

7 5 瓦 メ
' 
キ メ

" 
キ 70 メッキ排水
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下水道施設への被害等 指 導 内 げ廿て， 処区理区・排水
の別

酸排水の排出 水質改善指示 処

， 

酸・亜鉛排水の河川への排水 除害施設設置を指示 #ド

E 酸・亜鉛排水の排出 除害施設設置中 H 

塁 廃油の排出 維持管理の徹震指示 /1 

酸排水の排出 /1 

酸・メッキ排水の排出 " H 

酸排水の排出 H n 

悪臭油脂・酸排水の排出 " 処

シアン排水の排出 " 排

有機物の排水托よる下水処理瞳害 " 11 

酸排水の排出 ;質改善指示 H 

シアン・クロム・酸アノレカリ排水の排出 維持管理の徹疲指示 11 

シアy ・酸アルカリ排水の排出 H 11 

酸アルカザ排水の排出・治の排出 " H 

|メッキ排水の排出 水質改善指示 " 
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番号

7 6 

7 7 

78 

79 

8 0 

工 場名 業種

M 工 業 | アノレマイト加工

M 再生繊維工業|クリ-.:=.;..;'グ

H 化学メッキ lメ

K 

A 

鍍

産

金

業

~ キ

" 

" 
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排水量〈ば/日) I除害施設の種

1 0 表面処理排水処

2 0 在 し

3 0 H 

5 0 H 

2 0 H 



下水道施設への被害等 指 導 内 ~ 
処理~.排水
区の別

維持管理の徹底指示 排

工場移転計画 区域外

下水管きょの腐蝕 水質改善指示 排

悪臭排水(次亜塩素酸ソーダ)の排出 " " 

下水管きょの腐蝕 " " 
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4-3 暫定水質基準

横浜市下水道局の工場排水対策暫定基本方針κもとづぐ水質基準と

は，次のと$"'"!Jである0

1.届

次の各号K掲げる項目托関しーそれぞれ当該各号氏定める範間内の水質の下水を排除する

場合は，とれを需長に屈け授ければ在ち在い。

(1) 温 産 摂民 45度以上であるもの

水素イオン換度 水素指数 5以下又は 9以上できうるもの

る I時/P以上であるもの

(4) るo0 以上であるもの

300呼/I!以上であるもの

2 以上であるもの

フエノ

γア

o 時/P以上であるもの

をζえるもの

検出されるもの

をとえるもの

をとえるもの

をとえるもの

をとえるもむ(l~ クロム〈る髄〉 5 

な 5 タ/Jぞをとえるもの

検出されるもの

2m9 をとえるもの

2. 

，それらの施設か

までに他の汚水によb

在い理由が事るときは，

し，

相
間 度

イオン濃度

在ければ在ら在い。

4 0 度以上であるもの

5. 7以下又は8.7以上であるも6

3 0 om<j/I!以上であるもの

合は，
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ロフ

k

議

(4) 浮遊物質

(5) 

3 0 o1lllJ/f以上であるもの

5 01lllJ/f &l上であるもの

(6) フエノール類含有量 5omCJ/f以上であるもの

3. 前二項各号κ掲げる数値は，厚生省令，建設省令で定める方法κょb検定した場合托合ける

数値とする。

4-4 

1 目的

工場排水による下水道施設の被害を紡止するためK下水道へ悪質排水を排除する以前に工場

内で前処理をさぜる必要が事1Jtと0前処理施設(除害施設〉の設置指導κ当k>. 

設けて適正なる除害施設を設置させ，公共下水道の適正まる管理を行まうものである0

2. 対象

暫定水質基準κ基づいて排除届を提出した工場。

3. 指導内容

，その設置さぜる原悶に応じて以下の方法Kよるものと

し，その除害機能を十分托発揮できるよう，主党管理上問題の発生し在いよう托十分在る指導

を行在う。

(1) 温度:空冷法

臭気のあるものを処理する

(2) 水素イオン濃度:中和法

中和が完全託行在われているか否かを常κ把握して孝子ぐためVL.P

よる公害問題が発生しないよう付属設備を施設する。

るO

(3) :普通沈殿法，

スクワーン法，遠心分離法， ，スキミング法.-:または生物化学的処理法，常托

汚泥の引抜き.処分ができるようにする。

(4) 生物化学的酸素要求量:普通沈殿法.薬品沈殿法.~主党は生物化学的処理法，有機物の腐

敗等托よる害虫の発生左どの公害問題が発生し在いようκする。

，スキミング法，フローテイ γ ョン法または生物化学的処理法

沃素消 :;塩素処理法， たは生物化学的処理法

フエノーノレ類含有量:吸収法または生物化学的処理法

(8) シアン含有量:酸化法，曝気法.薬品沈殿法.アルカリ塩素処理法またはイオン交換法，

シアY化合物の外部漏洩の在いようκずる。特托γ7:/化水素ガスの瀦洩による人身事故が
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発生し在いよう在構造κして:.t..，.;zう込在〈てはまら在い。

(9) 重金属類含有量，薬品沈殿法，還元法またはイオY交換法，水銀，カドミウムまど人体

托対する影響の強いものの飛散を防止するととO
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5 諸件

5-1 下水道研究室関係水質試験

本市下水道局κ設置されている下水道研究室では昭和45年度は

1 ) 工場排水処理

2 ) 酸化池会よひ酸化溝

3 ) 汚泥の海洋投棄

4 ) 下水汚泥の農地還元

等の研究を行在っプヒo とれら托関する結果はそれぞれの報告書陀まとめであるので本報告書

では割愛する。

5-2 依頼試験

袈ー90 水質調査依頼試験

依頼申込者 依頼年月日 調査 自的 試料採取場所

第2下水道建設事務所 4 5. 4. 1 6 ラールト社内D捧溌油臭 西区浅間町4-269

港湾局船舶携油処理場 4 5. 4. 2 3 排水ポ y ド中の治介 鶴見区大黒町45-9

1/ 4 5. 5. 2 7 " 1/ 

H 4 5. 6. 1 6 " H 

" 4 5. ス 1 3 1/ 

" 
公害セ y タ 一 4 5. 文 下水本管内臭気調査 港南区臼野町 59 2 4 

港湾問船舶廃油処理場 4 5. a 7 排水ボy ド中の油分 鶴見毘大黒町45-9

戸塚土木事務所 4 5. 8. 1 1 湧 水 の 明j 定 戸壊区平戸町 12 9 5 

中土木事務所 45.10.26 散道内漏水の水質 中区山手町 33地先

ひまわ P団地町内会 4 5. 1 1. 1 4 鳥山川支 JII水質 神奈川区主枚町

港湾局船舶廃油処理場 4 5. 虫 2 1 排水ポY ド中の泊分 鶴見区大黒町45-9

If 4 5. 1 O. 2 " " 
H 4 5. 1 O. 2 9 11 11 

11 4 5. 1 5 If H 

H 4 5. 1 1. 2 6 1/ fI 

" 4 5. 1 2. 1 6 1/ H 
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依頼申込者 依頼年月日 調査自 的 試料採取場所

港湾局船柏廃油処理場 45.1 2. 24  排水ポ y ド中の油分 鶴見区大黒町45-9 

H 4 6. 1. 1 1 H H 

H 4 6. 2. ヲ H H 

11 4 6. 五 5 " 11 

H 4 6. 五 1 0 H 11 

下水道局施設課 4 5. 4. る 桜木ポンプ場水質調査 西毘戸部本町

11 4 5. 5. る 桜水質木調ポ査ンプ場下水幹線 桜木ポンプ場周辺

H 4 5. 6. 2 6 H 11 

下水道局向 111課 4 5. 呪 1 1 水 質 調 査 柏尾川かもめ橋

5 -3 研究発表

研究発表テーマ 発表機関 発表者

活性汚泥防ける水温と，余剰活性汚泥|第 7田下水道研究発表会|係長 神長重夫

κついて

活性汚泥処理κ対する鏑と亜鉛の影響

着色汚泥水中の亜硝酸性窒素定量法の

検討

魚類托対するアンモエアの影響

H 

関東水道衛生協議会

4 5年研究発表会

" 
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